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一、はじめに
傅
熹
年
が
整
理
編
纂
し
た『
藏
園
游
記
』
十
六
卷
に
は、
傅
增
湘
の
日
記「
游
避
暑
山
莊
日
記
」
が
收
め
ら
れ
て
い
る。
別
題
に「
宣
統
二
年
八
月
視
學
熱
河
日
記
」
と
あ
る
よ
う
に、
傅
增
湘
が
清
の
宣
統
二
年
（
庚
戌、
一
九
一
〇
年
）
秋
八
月
か
ら
九
月（
陰
暦
）
に
か
け
て、
直
隷
提
學
使
と
し
て
京
師（
北
京
）
か
ら
承
徳
府
熱
河
に
出
か
け
た
お
り
の
道
中
で
の
學
堂
の
視
察
や
熱
河
で
の
滞
在
を
記
し
た
日
記
で
あ
る纊
。
傅
增
湘、
時
に
三
十
九
歳
の
秋
で
あ
っ
た。
こ
の「
日
記
」
の
道
中
や
熱
河
で
の
游
覽
の
記
述
は
中
國
の
傳
統
的
な「
游
記
」
の
作
品
と
し
て
味
讀
す
る
に
足
る
が、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
當
時
の
提
學
使
に
よ
る
學
堂
視
察
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
具
體
的
に
傳
え
る
記
錄
と
し
て
も
ま
ことに興味深い。
「
提
學
使
」
は、
光
緒
三
十
四
年（
一
九
〇
八
年
）
に
長
く
續
け
ら
れ
て
き
た
科
擧
制
度
が
廢
止
さ
れ
た
の
に
伴
い、
そ
れ
ま
で
こ
れ
を
監
督
し
て
い
た
提
督
學
政
に
代
わ
っ
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
中
央
政
府
の
官
職
で
あ
っ
た。
そ
の
任
務
は、
主
に
新
し
い
時
代
の
要
請
に
適
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
場
と
し
て
の
學
堂
の
開
設
と
そ
こ
に
お
け
る
教
育
を
監
督
指
導
す
る
こ
と
に
あ
っ
た。
前
職
の
提
督
學
政
が
中
央
官
僚
の
な
か
で
翰
林
院
學
士
や
進
士
及
第
者
が
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
提
學
使
に
も
そ
う
し
た
人
材
が
當
て
ら
れ
た褜
。傅
增
湘
は、
光
緒
二
十
四
年（
一
八
九
八
年
）
戊
戌
の
科
で
進
士
に
及
第
し
て
翰
林
院
庶
吉
士
に
進
む
と、
同
二
十
九
年（
一
九
〇
三
年
）
に
は
散
官
の
考
試
で「
一
等
第
一
名
」
を
も
っ
て
翰
林
院
編
修
と
な
っ
た。
そ
の
後
し
ば
ら
く
順
天
府
郷
試
の
考
官
な
ど
を
勤
め
る
傍
ら、
女
学
校
傅增湘と避暑山莊
―
殘された「日記」と
「詩篇」と「寫眞」からの考察
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の開設に関わったが、
この制度の發足とともに直隷提學使（
正
三
品
）
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た。
提
學
使
の
任
に
あ
る
こ
と
三
年、
こ
の
間
に
直
隷
の
各
地
に
出
向
き、
現
地
の
教
育
の
實
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に、
と
り
わ
け
女
學
校、
師
範
學
校、
小
學
校
の
開
設
に
力
を
注
い
だ。
還
暦
の
年
に
記
さ
れ
た「
藏
園
居
士
六
十
自
述
」
の
中
に
は、
この當時のことを振り返って、次のように記されている
鍈
。
余
以
爲
く、
教
化
の
普
行
を
欲
せ
ん
と
す
れ
ば、
惟
れ
小
學
を
寔まこと
に
先
務
と
爲
す。
而
し
て
小
學
の
推
展
は、
則
ち
鄉
僻
の
尤
も
要
圖
爲
り。
今
の
學
事
を
主
と
す
る
者、
大おおむね
率
金
錢
を
糜つ
ひや
し
て
人
才
を
都
會
に
萃あ
つめ、
而
し
て
郷
村
の
教
育
を
以
て、
諸
州
縣
の
下
吏
に
聽まか
せ、
文
書
を
奉
行
す
る
を
以
て
課
と
爲
す
は、
最
も
本
計
に
非
ざ
る
な
り。
是
に
於
て
歲
時
に
道
を
分
ち
て
出
巡
し、
東
は
榆
關
に
抵
り、
西
は
易
水
を
渡
り、
南
は
大
名
に
及
び、
北
は
宣
化
に
至
る。
古
北
口
を
踰
え、
環
り
て
熱
河
･
朝
陽
の
邊
荒
の
域
を
視
る。
三
年
の
中、
騎
從
を
減
じ、
寒
暑
を
冒
し、
窮
村
古
寺
に
走おも
むき、
目
も
て
驗た
めし
口
も
て
之
を
喻
す。
至
る
所
に
て
官
紳
を
集
め
て
優
劣
を
評
し、
申
ぬ
る
に
獎
懲
を
以
て
す。
風
習
得
て
以
て
周
知
し、
士
氣
之
が
爲
め
に
奮
發
す。
蓋
し
提
學
巡
視
の
擧、
全
國
の
焉
に
先
づ
る
莫
し。
復
た
籌
り
て
初
級
師
範
四
校
を
設
け、
保
定
･
天
津
･
灤
州
･
邢
臺
の
各
地
に
分
布
せ
し
め、
全
省
の
小
學
の
爲
め
に、
廣
く
教
師
を
儲
ふ。
校舍の落成するに迨びて、革命の軍作れり。こ
こ
に
言
及
さ
れ
る「
古
北
口
を
踰
え、
環
り
て
熱
河・
朝
陽
の
辺
荒
の
域
を
視
る
」
と
い
う
の
が、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
日
記「
宣
統
二
年
八
月
視
学
熱
河
日
記
」
に
記
さ
れ
る
視
察
で
あ
る。
以
下、
そ
の
こ
とについて述べる。
二、
「日記」に見える提學使の視察
宣
統
二
年（
一
九
一
〇
年
）
八
月
十
七
日、
天
津
に
あ
っ
た
傅
增
湘
の
も
と
に、
上
院
よ
り
熱
河
方
面
に
教
育
視
察
に
出
る
よ
う
に
と
の
命
令
が
下
り、
翌
十
八
日、
旅
裝
を
整
え、
同
行
の
袁
希
濤、
張
綬
卿、
張
相
文
の
三
人
と
と
も
に、
急
ぎ
列
車
で
京
師
に
向
か
っ
た。
京
師
に
着
く
と、
宿
を「
四
河
沿
」
の
泰
安
樓
に
と
り、
道
中
の
足
と
し
て「
騾
轎四乗、双套車四輌」を雇い入れた
銈
。
同
行
の
袁
希
濤（
一
八
六
六
年
―
一
九
三
〇
年
）
は、
号
は
觀
瀾、
江
蘇
寶
山
の
人
に
し
て、
光
緒
二
十
四
年
の
擧
人。
寶
山
で
縣
學
堂
や
蒙
學
堂
を
起
こ
す
な
ど、
教
育
事
業
に
力
を
注
ぎ、
復
旦
大
學
の
前
身
と
な
る
復
旦
公
學
や
太
倉
州
中
學
堂（
現、
太
倉
第
一
中
學
）
の
創
設
に
も
關
わ
っ
た。
こ
の
時
は、
傅
增
湘
の
要
請
に
応
じ
て、
天
津
に
出
向
き、
傅增湘と避暑山莊（稲畑）
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地
方
教
育
を
監
督
す
る
地
元
の
機
關
で
あ
っ
た「
學
署
」
の
総
務
科
科
長
兼
圖
書
科
科
長
の
任
に
就
い
て
い
た。
そ
の
後
に
は
視
學
と
な
り、
ま
た
蔡
元
培
や
傅
增
湘
が
教
育
総
長
で
あ
っ
た
時
期
に
は
そ
の
次
長
を
務めるなど、一貫して教育畑で活躍した
蓜
。
張
相
文（
一
八
六
六
年
―
一
九
三
三
年
）
は、
字
は
蔚
西、
江
蘇
泗
陽
の
人。
郷
試
に
失
敗
し
た
あ
と、
官
途
出
仕
の
道
を
捨
て、
泗
陽
の
淮
濱
書
院、
上
海
の
南
洋
公
學、
廣
州
の
兩
廣
師
範
教
習
所
な
ど
で
教
鞭
を
執
り
な
が
ら
學
問
を
續
け、
後
に
鄒
大
鈞、
竺
可
禎
と
と
も
に
近
代
地
理
學
の
先
駆
者
と
さ
れ
る
學
者
と
し
て
大
成
し
た。
こ
の
こ
ろ
は、
傅
增
湘
の
求
め
に
応
じ
て
天
津
に
あ
っ
て
中
國
最
初
の
女
子
師
範
學
校
で
あ
る
北
洋
女
子
高
等
師
範
學
堂
の
校
長
を
務
め
て
い
た。
ま
た、
こ
の
前
年（
一
九
〇
九
年
）
に
は
成
立
し
た
ば
か
り
の
中
國
地
學
學
會
の
初
代會長ともなっていた
俉
。
張
綬
卿
は、
江
蘇
東
臺
の
人。
同
郷
の
學
者
で
あ
る
吉
城（
一
八
六
七
年
―
一
九
二
八
年、
字
は
鳳
池、
号
は
曽
甫
）
の『
魯
學
齋
日
記
』
に「
求
志
書
院
」
の
同
學
と
し
て
出
て
く
る。
馮
国
璋
の「
河
郡
同
郷
録
序
」
に
は「
同
郡
高
等
学
堂
綬
卿
張
君
等
」
と
あ
る
の
で、
や
は
り
直
隷
府
下にあって学校教育に携わっていた人物であることがわかる
炻
。
傅
增
湘
へ
の
出
張
命
令
は
か
な
り
急
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か、
翌
十
九
日
に
も
旅
の
準
備
に
追
わ
れ
た
よ
う
で、
正
午
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
京
城
の
東
直
門
を
出
發
す
る。
三
時
に
孫
河
郷（
北
京
市
朝
陽
区
）
を
過
ぎ、
そ
の
後
も
泥
土
の
道
に
泥
ん
で、
日
没
に
な
っ
て
よ
う
や
く
順
義
の
縣
城
に
た
ど
り
着
く
と
い
っ
た、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
難
渋
ぶ
り
で
あ
っ
た。
し
か
し、
順
義
で
は
縣
城
の
城
外
に
ま
で
地
元
の
役
人
が
出迎え、その夜は役所の中に投宿する
昱
。
翌
日
か
ら
提
學
使
と
し
て
の
活
動
が
始
ま
る。
そ
の
様
子
を「
日
記
」
から摘錄すると、以下のような次第であった
棈
。
二
十
日。
早あ
さ起
き、
縣
中
の
紳
董
及
び
教
習
諸
人
を
見
る。
高
等
小
學
を
視
る
に、
只
だ
一
班、
二
十
三
人
の
み
に
し
て、
初
小
兩
班
を
附
す。
女
學
處
を
視
る。
學
生
は
十
四
人、
一
老
生
の
年
六
十
餘
な
る
者
之
を
教
ふ
に
、
教
法
も
亦
た
佳
か
ら
ず。
署
に
回
り
飯
後
に
即
ち
動
身
す。
四
十
里
に
し
て
懷
柔
縣
に
到
る。
自
治
硏
究
所
に
住
す。
高
等
小
學、
初
等
小
學
に
至
り、
各
お
の
一
視
す
る
に、
學
生
は
寥
寥
と
し
て、
教
法
も
亦
た
平
常
な
り。
全
境
の
學
堂
は
只
だ
兩
所
の
み。
簡
易
學
塾
二
十
處
を
立
つ
と
報
ず
る
も、
其
の
實
は
一
處
も
未
だ
辦
ぜ
ず。
官
場
の
事
を
辦
ず
る
こ
と、
此
の
如
く
敷
衍
な
る
は、歎く可きなり。
二
十
一
日。
早
八
點、
城
を
出
る。
……
薄
暮
に
密
雲
縣
に
抵
る。
高
小
學
堂
の
中
に
住
す。
飯
後、
學
生
の
上
課
を
觀
る。
教
習
尚
ほ
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好し。
二
十
二
日。
早
七
點、
行
く。
縣
東
に
別
に
新
城
有
り、
亦
た
甚
だ
空
闊
た
り。
六
十
里
に
し
て
石
匣
に
到
り
て
尖
す［
簡
單
な
食
事
をとる］
。官の小學堂に至りて一視す、尚ほ可なり。
二
十
三
日。
六
點
半、
動
身
す。
五
十
里
し
て
三
間
房
に
至
る。
學堂一所有り、往きて之を視るに、尚ほ可なり。
二
十
四
日。
早
六
點、
啟
行
す。
道
に
便
し
て
三
道
梁
の
初
等
小
學
を
觀
る。
學
生
の
到
る
者
只
だ
四
人、
講
解
尚
ほ
清
楚
に
し
て、
教
習
の
人
も
亦
た
尚
ほ
明
白。
五
十
里
に
し
て
灤
平
縣
に
至
る。
縣
に
は
城
無
く
獄
無
し。
三
吉
店
に
て
尖
す。
兩
等
小
學［
初
等
と
高
等
を
併
設
し
た
學
校
］
及
び
女
學
を
視
る。
關
外
此
の
如
き
は、
亦
た差ぼ意に可きなり。こ
う
し
た
道
中
の
視
察
を
重
ね
て、
二
十
四
日
の
午
後
遅
く
に
熱
河
承
徳
府
に
着
く。
こ
の
間、
京
師
を
出
て、
順
義、
懷
柔、
密
雲、
石
匣、
古
北
口、
河
邊、
三
間
房、
灤
平
縣
と
い
う
道
を
た
ど
っ
た。
清
朝
歷
代
皇
帝
の
熱
河
巡
幸
の
道
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た。
こ
の
間、
六
日
を
要
し、
途
中、
急
峻
な
山
を
超
え
、
溪
流
を
歩
い
て
渡
る
な
ど、
決
し
て
楽
な
旅
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、
そ
れ
で
も
名
勝
古
跡
に
立
ち
寄
っ
て
は、
そ
の
景
観
を
堪
能
す
る
こ
と
も
多
く、
愉
し
み
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。
こ
の
間
の
遊
覽
の
こ
と
は
後
段
に
述
べる。
熱
河
到
着
に
あ
た
っ
て
は、
宿
泊
の
旅
舎
に
地
元
の「
官
紳
數
十
人
」
が
出
迎
え
に
来
て
お
り、
中
央
か
ら
の
高
官
の
視
察
に
ど
の
よ
う
に
応
対されたがわかる。
六
日
間
の
難
路
の
旅
を
し
て
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
へ、
大
勢
の
出
迎
え
は、
い
さ
さ
か
閉
口
し
た
よ
う
で「
倦
む
こ
と
極
れ
り
」
と記すが
鋹
、
翌朝にはこの地の軍政を総監した都統（
從一品
）や
觀
察
使（
道
員、
正
四
品
）
に
熱
河
訪
問
の
表
敬
に
訪
れ、
そ
の
後、
す
ぐさま學校の視察を始めている
曻
。
二
十
五
日。
早あ
さ、
都
統
誠
果
帥彅
に
謁
す。
又
た
徐
拙
安
觀
察
を
訪
ふ。
衙
後
の
小
山
に
導
遊
せ
ら
れ、
全
街
の
風
景
を
見
る
可
し。
午
後、
都
統
及
び
本
道
來
り
て
回
拜
せ
ら
る。
下
午、
中
學
に
至
り
て
授
課
四
堂
を
看
る。
又
た
小
學
に
至
り
て、
授
課
兩
堂
を
看
る。
高
等
の
校
地
は
即
ち
前
の
學
政
の
署
に
し
て、
曾
て
農
業
を
設
け
し
者
なり。熱
河
で
の
そ
の
後
の
三
日
間
は、
避
暑
山
莊
と
外
八
廟
の
遊
覽
に
多
く
の
時
間
を
あ
て
て
い
る
が（
後
述
）、
そ
れ
で
も
そ
の
間
に
も
本
務
で
傅增湘と避暑山莊（稲畑）
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ある學堂の視察に励んでいる
丨
。
二
十
六
日。
……
山
徑
を
循
ぐ
り
て
萬
壑
松
風
の
處
に
至
り
て
宮
を
出
づ。
店
に
抵
る
に
已
に
一
點
半
に
な
り
ぬ。
飯
の
後
の
三
點、
駐
防［
駐
在
の
八
旗
の
部
隊
］
の
兩
等
學
堂
に
至
る。
高
等
班
五
十
人、
教
員
の
齡
と
教
法
は
佳
か
ら
ず、
資
格
も
亦
た
合
は
ず。
初
等
の教員の胡圖凌阿は尚ほ可にして、已酉の拔生なり。
二
十
七
日。
早、
儒
學［
生
員
の
た
め
の
學
校
］
に
至
る。
御
頒
の
彝
器
十
種
を
觀
る。
蟬
文
簋
の
甚
だ
古
雅
な
る
有
り。
餘
も
亦
た
斑
駁
陸
離
た
り
て、
真
に
三
代
の
法
物
な
り。
學
署
に
御
賜
の
欽
定
各
書
有
り、
二
十
四
史、
十
三
經、
九
通、
全
唐
詩、
淵
鑑、
韻
府
の
類
の
如
き
は、
尚
ほ
完
好
な
る
も、
但
だ
架
上
に
庋
置
せ
ら
る
の
み
に
し
て、
時
に
蟲
水
の
傷
有
る
を
免
が
れ
ず。
習
藝
所
を
觀
る
に、
罪
犯
は
四
十
餘
人、
一
喇
嘛
内
に
在
り、
即
ち
行
宮
御
用
の
陳
設
を
盜
み
し
者
な
り。
游
民
に
し
て
藝
を
習
ふ
者
四
十
人。
歳
費
は
二
千
餘
金。
工
作
は
只
だ
布
を
織
る
一
項
の
み。
惟
だ
紡
線
室
の
罪
犯
と
流
民
と
を
處
を
同
じ
く
す
る
は、
殊
に
未
だ
宜
し
か
ら
ず
し
て、
已
に
更
改
を
告
令
す。
又
た
所
内
に
在
り
て
簡
易
識
字
塾
一
所
を
設
け
んことを勸令し、即ち辨ずることを允す。
熱
河
で
の
こ
う
し
た
視
察
と
避
暑
山
莊
の
遊
覽
を
終
え
た
一
行
は、
歸
路
は
灤
河
を
下
る
舟
に
乗
っ
て、
天
津
を
目
指
し
た。
熱
河
と
天
津
の
間
に
は
陸
路
の
方
が
距
離
的
に
は
近
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が、
道
中
は
荒
廢
し
て、
行
く
人
も
稀
で
あ
っ
た
と
い
う仡
。
船
旅
は
陸
路
の
車
馬
と
違
っ
て
か
な
り
快
適
で
あ
っ
た
の
か、
そ
れ
に
任
務
を
半
ば
終
え
た
と
い
う
氣
分
も
加
わ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か、
「
日
記
」
後
半
部
の
文
章
は伸びやかさを增している
仼
。
二
十
九
日。
早
起
き、
行
李
を
料
理
し、
即
ち
都
統
の
處
に
赴
き
て
稟
辭
す。
九
點
半
啟
行
す
る
に、
各
官、
縯
武
廳
に
て
送
ら
る。
行
く
こ
と
約
一
里、
河
流
を
見
る。
夏
日
は
此
間
船
を
行や
る
可
し
と
聞
く。
十
里
に
し
て
河
を
過
ぎ、
流
れ
を
涉
り
て
渡
る。
途
中、
營
房
兩
所
を
見
る。
新
た
に
造
る
も
尚
ほ
未
だ
成
ら
ず、
以
て
新
軍
を
駐
す
る
者
な
り。
又
た
數
里
に
し
て
河
口
に
到
り
て、
上
船
す。
府
治
由
り
此
に
至
る
に
計
二
十
里。
船
式
は
兩
頭
尖
銳
に
し
て
橄
欖
の
如
く、
數
木
を
支
と
し
布
帆
を
其
の
上
に
搭か
く。
腰
を
折
り
て
入
り、
地
を
席
に
し
て
坐
せ
ば、
頗
る
別
趣
饒ゆた
か
な
り。
同
行
す
る
も
の
共
に
六
船、
行
く
こ
と
百
二
十
里
に
し
て
烏
龍
鎮
の
宿
に
至
る。
舟、
山
峽
の
中
を
行
き，
絕
だ
瞿
塘
巫
山
の
間
に
類
す。
峰
は
奇
に
し
て
嶺は峻、氣象陰森として、真に關塞雄勝の地なり。
中国文学研究
　
第三十九期
82
こ
の
よ
う
な
舟
旅
を
愉
し
む
こ
と
五
日
に
し
て
灤
州
に
着
く
と、
そ
こ
か
ら
は
列
車（
京
奉
鉄
路
）
に
乗
り
換
え
て、
半
日
で
天
津
に
歸
っ
た。
し
か
し、
こ
の
舟
旅
の
間
も
陸
に
上
が
っ
て、
學
堂
の
視
察
を
継
続していたことは、次の記載でわかる
伀
。
初
三
日。
九
點
に
遷
安
縣
に
到
る。
入
城
し
て
高
等
小
學
を
視
る。
二
十
餘
人
に
し
て、
初
小
一
班
を
附
す。
高
小
は
八
人
有
り、
方
に
業
を
畢
へ
ん
こ
と
を
試た
めせ
り。
三
講
堂
に
在
り
て
聽
講
す
る
に、
教
習
は
均
し
く
甚
だ
佳
か
ら
ず。
女
學
一
處
を
觀
る
に、
學
生
は
十
餘、
之に問ふに尚ほ能く答ふ。今年始めて開辦するなり。
初
四
日。
早
三
點、
開
行
し、
七
點
に
灤
州
に
到
る。
第
三
師
範
學
堂
に
至
り、
校
圖
及
び
工
價
は、
約
一
萬
八
千
餘
金
辦
ず
可
し
と
商
定
す。
英
文
の
上
課
を
視
る。
周
く
全
堂
を
視
る
に，
布
置
整
肅
な
り。
體
操
を
視
し
後、
堂
に
在
り
て
留
飯
す。
飯
の
後、
上
車
し
て行き、四點、津に到る。「游
避
暑
山
莊
日
記（
宣
統
二
年
八
月
視
学
熱
河
日
記
）」
は
天
津
出
發
か
ら
歸
着
ま
で
の
十
六
日
間
に
及
ぶ
視
察
の
旅
を
記
錄
し
て
い
る。
個
人
の「
日
記
」
で
は
あ
る
が、
む
し
ろ
そ
れ
故
に、
こ
れ
に
據
っ
て
視
學
使
の
視
察
の
あ
り
さ
ま
と
當
時
の
直
隷
に
お
け
る
學
堂
の
實
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
あ
り
の
ま
ま
に
知
る
こ
と
が
で
き
る。
こ
れ
と
は
別
に、
當
然
の
こ
と
な
が
ら、
視
察
全
行
程
の
正
式
の
報
告
書
も
書
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う。
そ
れ
を
窺
う
に
足
り
る
の
は、
熱
河
を
去
る
前
日
の
二
十
八
日
に
は
徐
拙
安
觀
察
と
面
會
し
て、
こ
の
間
の
視
察
に
基
づ
い
た
提
案
を
文
書
で
報
告
し、
財
政
局
の
責
任
者
と
そ
の
財政的な裏付けについて話し合いをしていることである
伃
。
二
十
八
日。
早、
徐
拙
安
來
た
る。
昨
に
擬
す
る
所
の「
整
頓
中
學
辦
法
」
三
摺
を
以
て
之
に
付
す。
財
政
局
の
德
太
守
を
訪
れ
一
談
す。
全
境
の
進
款［
收
入
］
は
約
四
十
餘
萬
な
る
も、
兩
酒
捐［
酒
税
］
を
大
宗
と
爲
し
て、
約
二
十
餘
萬
な
り。
預
算
は
二
十
餘
萬
を
虧か
くことを明約す。
以
上
が、
傅
增
湘
の
熱
河
へ
の
視
學
使
と
し
て
の
旅
で
あ
っ
た。
こ
の
翌
年
に
は、
三
月
末
か
ら
四
月
に
か
け
て、
ふ
た
た
び
傅
増
湘
は
提
學
使
と
し
て
通
州、
薊
縣、
遵
化
一
帶
の
學
堂
の
視
察
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
る。
こ
の
時
の
こ
と
は「
辛
亥
再
游
盤
山
記（
視
學
京
東
諸
縣
日
記
）」
と
し
て
記
錄
さ
れ
て
い
る。
視
學
使
と
し
て
の
任
務
は
ほ
ぼ
熱
河
行
と
同
様
で
あ
っ
た
が、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
會
に
述
べ
た
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三、詩篇について
さ
て、
こ
の
旅
行
は「
提
學
使
」
と
し
て
の
公
務
を
帶
び
て
の
出
張
で
あ
っ
た
が、
「
日
記
」
に
は
往
路
の
道
中
や
熱
河
で
の
名
勝
古
跡
の
遊
覽
に
つ
い
て
の
記
述
も
少
な
く
な
い。
そ
れ
ら
が、
「
日
記
」
で
あ
り
な
が
ら、
「
游
記
」
の
味
わ
い
を
有
し、
「
游
避
暑
山
莊
日
記
」
と
も
題
さ
れる所以である。
そ
の
道
中
の
記
述
の
中
に
は、
そ
の
時
々
に
見
た
も
の、
感
じ
た
こ
と
を
詩
に
詠
ん
だ
こ
と、
ま
た
同
行
の
人
た
ち
と
詩
を
作
っ
て
唱
和
し
たことなどについて、以下のような記述が散見される
佖
。
二
十
三
日。
……
三
道
梁
に
宿
る。
前
の
半
日
は
山
谷
の
中
を
行
き、
迴
環
轉
折
す
る
も、
路
は
頗
る
平
衍、
但
だ
時
に
溪
流
を
涉
る
を
苦
と
爲
す。
三
間
房
自
り
以
北、
行
く
こ
と
約
十
餘
里、
青
石
梁
を
逾
ゆ
る
に、
山
徑
は
險
峻
に
し
て
行
く
こ
と
難
し。
直
上
す
る
こ
と
約
六
七
里、
山
頂
の
關
帝
廟
に
至
り
て
小
憩
す。
又
た
十
餘
里
に
し
て
長
山
峪
の
行
宮
に
至
り
て
一
遊
す。
宮
殿
樓
閣、
皆
頽
倒
す
る
も、
惟
だ
松
柏
の
み
青
葱
と
し
て
至
っ
て
愛
す
可
し。
後
山
は
尤
も
繁茂す。途中、蔚西詩四首に和す。
 
二十九日。……舟の中にて七律三章、七古一篇を成す。九月初一日。……舟の中にて避暑山莊歌を作る。初二日。……晚に灤河 行絶句十一首を作る。初
三
日。
九
點
に
遷
安
縣
に
到
る。
……
是
の
日
又
た
灤
河
雜
詩
數首を作る。こ
れ
ら
の
記
述
を
讀
む
と、
傅
增
湘
は、
こ
の
旅
の
あ
い
だ
に、
少
なからぬ詩を作っていたことがわかる。ところが、
『藏園游記』
所
收
の「
游
避
暑
山
莊
日
記
」（
「
宣
統
二
年
八
月
視
學
熱
河
日
記
」）
に
は
九
月
一
日
に
舟
の
中
で
の
作
っ
た
と
い
う「
避
暑
山
莊
歌
」
が
附
錄
と
し
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
以
外
は
一
首
も
見
え
な
い。
そ
れ
ら
の
詩
は
ど
こ
に
あ
る
の
か。
發
表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か。
そ
の
こ
と
が
長
く
氣
に
な
っ
て
い
た
が、
近
ご
ろ
そ
れ
ら
を
收
錄
し
た
詩
集『
灤
陽
小
草
』
と、
さ
ら
に
同
行
者
で
唱
和
し
あ
っ
た
張
相
文（
蔚
西
）
の
詩
集『
南
園
詩
存侒
』
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で、
こ
れ
を
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く。
こ
れ
ら
の
詩
篇
を
通
し
て、
舊
時
の
文
人
官
僚
の
公
務
の
旅
の
姿
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
よ
り
具
體
的
に
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る。
「
日
記
」
か
ら
だ
け
で
は
窺
え
な
い
よ
り
生
き生きとした旅の姿が傳わってくる。『
灤
陽
小
草
』
は、
傅
增
湘
が
こ
の
旅
で
作
っ
た
詩
篇
を
ま
と
め
た
詩
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集
で
あ
る。
冊
子
の
大
き
さ
は、
縦
二
十
三・
八
セ
ン
チ、
横
十
四・
七
セ
ン
チ。
版
面
は
縦
十
六・
九
セ
ン
チ、
横
十
二・
三
セ
ン
チ、
左
右
双
邊、
版
心
は
單
魚
尾。
鉛
印
本
で、
毎
葉
十
二
行、
行
二
十
四
字、
わ
ず
か
全
七
葉
の
薄
い
小
册
子
で
あ
る［
圖
一
］。
自
印
の
よ
う
で、
發
行
年
月
日
の
記
載
も
な
い。
そ
こ
に
四
十
三
首
の
詩
が
收
め
ら
れ
て
お
り、
「
日
記
」
の
な
か
で
言
及
さ
れ
る
詩
篇
だ
け
で
な
く、
そ
れ
以
外
に
も數多くの作品を詠んでいたことがわかる
 。
そこに收められた全詩の詩題を掲げると、次のようである。・「游懷柔縣資福寺」
（
二首
）
・「自密雲至古北口道中，和張君蔚西韻」
（
二首
）
・「出關口占和韻」
（
二首
）
・「出古北口雜詩」
（
四首
）
・「瞻拜常山峪行宮敬賦二律」
（
二首
）
・「即事贈蔚西，並索和章」・「疊韻再贈蔚西」・「過廣仁嶺，再步前韻」・「蔚西和章久不答，疊韻調之」・「夜譚時事不寐，賦此寫憂・「游獅子園，園官張千總談舊事有感
図一　 傅増湘 『灤陽小草』 （北京大學圖書館蔵）
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・「過青石梁」・「避暑山莊歌」・「灤河舟行雜詩」
（
二十三首
）
ま
ず
往
路
二
十
三
日
の「
日
記
」
に「
和
蔚
西
詩
四
首
」
と
記
さ
れ
る
詩
篇
に
つ
い
て
で
あ
る
が、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
作
ら
れ
た
張
相
文
の
原
韻
詩
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
擧
げ
る。
そ
れ
は、
張
相
文
の『
南
園
詩
存
』（
『
南
園
叢
稿
』
卷
六
）
に
見
え
る「
過
密
雲
南
天
門
偶成」であ ［圖二］
。
　
張相文「過密雲南天門，偶成」
　　　
（「密雲の南天門を過ぎ、偶たま成る」
）
溪流長傍使君軒
　　
溪流
　
長く傍
そ
ふ
　
使君の
軒くる
ま　
紫草黃花繞徑蕃
　　
紫草
　
黃花
　
徑を繞りて蕃
し
げし
應有步虛傳下界
　　
 應
に
虛
を
步
み
て
下
界
に
傳
は
る
こ
と
有
るべし
聲聲鈴鐸響天門
　　
聲聲
　
鈴鐸
　
天門に響く
侊
　
亂山合遝晚烟低
　　
亂山は合
がうた
ふ
遝し
　
晚烟低く
碎石盈途碍馬蹄
　　
碎石は途に盈ち
　
馬蹄を碍
さまた
ぐ
図二　 張相文 『南園詩存』 （復旦大學圖書館蔵）
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欹枕不煩頻問堠
　　
枕を
欹そば
だて煩はずして頻りに堠
こ
うを問ふ
數家燈火出前谿
　　
數家の燈火
　
前谿より出づ
侚
「
日
記
」
に
よ
れ
ば、
二
十
二
日
の
朝、
密
雲
縣
の
縣
城
を
出
た
一
行
は
石
匣侔
と
い
う
小
さ
な
町
で
簡
單
な
朝
食
を
摂
っ
た
あ
と、
小
學
堂
を
視
察
し、
山
道
を
抜
け
て、
そ
の
夜「
七
點
半
」
に
な
っ
て
よ
う
や
く
古
北
口
鎮
に
た
ど
り
着
い
た。
そ
の
間
の
道
中
の
様
子
を、
傅
増
湘
の
「日記」には次のように記されている
俍
。
石
匣
の
北
二
十
里
に
し
て
清
水
嶺
な
り。
輿
を
下
り
步
い
て
小
河
の
中
を
行
く。
村
落
錯
出
し、
房
舎
は
鱗
次
し、
松
槐
は
蔭
を
垂
れ、
晚
炊
四よも
に
起
ち、
風
景
は
絶
だ
佳
な
り。
行
く
こ
と
數
里
に
し
て
南
天
門
に
至
り、
娘
娘
廟
に
登
り
て
一
視
す
る
に、
暮
靄
蒼
然
と
し
て、
亂
山
圍
合
す。
嶺
を
下
り
て
數
里、
河
邊
に
至
り、
水
を
涉
り
て
過
ぐ。
冥
行
す
る
こ
と
良
久
し
く
し
て
乃
ち
達
す
る
を
得
た
り。
同
知
･
巡檢
･
都司、皆來 て見る 天驟に寒し。
張
相
文
の
詩
は、
こ
う
し
た
道
中
に
お
い
て
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る。
こ
れ
を
示
さ
れ
た
傅
增
湘
は、
翌
日（
二
十
三
日
）
に
次
の
よ
う
な
次
韻
詩
を
も
っ
て
答
え
た。
そ
れ
が、
「
日
記
」
に
い
う「
和
蔚
西
詩
四
首
」
である
偀
。
　「自密雲至古北口道中，和張君蔚西韻」
　　　
 （「
密
雲
自
り
古
北
口
に
至
る
道
中
に
て、
張
君
蔚
西
の
韻
に
和す」
）
采風東去古輶軒
　　
采風に東に去く古の輶軒
文物於今喜漸蕃
　　
文物は今に於て漸く蕃きを喜ぶ
戍卒不知形勢改
　　
戍卒は知らず形勢の改まるを
蕭蕭白髮抱關門
　　
蕭蕭たる白髮もて
　
關門を抱く
羣峯圍合暮煙低
　　
羣峯圍合して
　
暮煙低く
淺草清流沒馬蹄
　　
淺草
　
清流
　
馬蹄を沒す
緩步飽看山色好
　　
步を緩めて飽看す
　
山色の好きを
又扶殘照渡前溪
　　
又た殘照に扶けられて前溪を渡る
傅
增
湘
が「
和
蔚
西
詩
四
首
」
と
い
う
の
は、
こ
の
二
首
に
加
え、
古
北
口
を
出
た
後、
さ
ら
に
同
じ
韻
で
二
首
の
和
詩「
出
關
口
占
和
韻
」
を
作
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る倢
。
古
北
口
を
出
た
後
の
道
は
急
峻
で、
前
日
の
溪
流
を
渉
る
以
上
に
難
渋
を
極
め
た
こ
とは、前
文に引 たとおりである。
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さ
て、
こ
の『
灤
陽
小
草
』
に
は、
「
日
記
」
に
は
作
っ
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
な
い
詩
も
數
多
く
收
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た。
こ
の
日
の
青
石
梁
越
え
に
當
た
っ
て
も「
過
青
石
梁
」
と
い
う
八
十
四
句
五
百
八
十
八
字
の
長
編
の
七
言
古
詩
を
作
っ
て、
か
つ
て
こ
の
道
を
た
ど
っ
て
熱
河
へ
と
向
か
っ
た
皇
帝
た
ち
の
旅
の
苦
勞
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る。
そ
れ
も、
本
稿
で
は
紙
幅
の
關
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
が、
こ
こ
に
は「
日
記
」
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
作
品
の
一
例
と
し
て、
この旅で最初に作った作品を擧げておく。
　「
游
懷
柔
縣
資
福
寺。
寺
在
縣
北
十
五
里
紅
螺
山
上。
梵
宇
清
敞、竹木秀蔚。山僧供齋，逾午乃去。賦此以志踪跡」
。
　（「
懷
柔
縣
の
資
福
寺
に
游
ぶ。
寺
は
縣
北
十
五
里
の
紅
螺
山
の
上
に
在
り。
梵
宇
清
敞
に
し
て、
竹
木
は
秀
蔚
た
り。
山
僧
齋
を
供
へ、
午
を
逾
え
て
乃
ち
去
る。
此
を
賦
し
て
以
て
踪
跡
を志す」
）
入山山勢轉坡陀
　　
山に入りて山勢は轉た坡陀たるも
曲澗橫橋信步過
　　
曲澗も橫橋も步に信せて過ぐ
雨濕炊
烟村舍失
　　
雨は炊烟を濕ほして村舍を失ひ
霜清黃葉寺門多
　　
 霜は黃葉を清らかにして寺門に多し
盤拏雲氣松千尺
　　
盤ば
ん拏だ
する雲氣に
　
松は千尺
搖曳秋聲竹一窩
　　
搖曳する秋聲に
　
竹は一窩
灔灔方塘見游鯉
　　
灔灔たる方塘に游鯉を見
客來何處覓雙螺
　　
客来るに何處に雙螺を覓めん
俿
黍谷回春事有無
　　
黍谷は春に回る
　
事有る無し
秋花晚發轉芳腴
　　
秋花は晚く發くも
　
轉た芳腴
塵心未許通經梵
　　
 塵心は未だ許されず經梵に通ずるを
風味還教饜筍蔬
　　
風味は還た教ふ
　
筍蔬に饜くを
靈塔半藏前代骨
　　
靈塔は半ば藏す
　
前代の骨
環山猶富故王租
　　
環山は猶ほ富む
　
故王の租
似聞我佛深悲憫
　　
 我が佛の深く悲憫するを聞 に似
欲向山僧乞歳輸
　　
山僧に向ひ歳輸を乞はんと欲す
倞
一
行
が
紅
螺
山
の
資
福
寺
に
立
ち
寄
っ
た
の
は、
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
り、
そ
の
日
の
傅
増
湘
の「
日
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
いる
偆
。二
十
一
日。
早
八
點、
城
を
出
る。
九
點
一
刻、
紅
螺
山
の
資
福
寺
に
至
る。
寺
は
城
を
距
て
る
こ
と
十
五
里、
房
屋
は
甚
だ
整
潔
な
り。
寺
門
の
綠
竹
は
一
叢
數
百
竿、
北
方
に
は
僅
に
見
る
所
な
り。
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後
山
に
登
り
て
一
望
す。
又
た
寺
の
西
の
塔
院
に
至
り
て
一
遊
す。
袁
･
張攝影すること數張、寺僧飯を留めて乃ち去る。
こ
の
詩
に
は
張
相
文
が「
紅
螺
山
の
資
福
禪
寺
に
遊
び、
傅
提
學
沅
叔
增
湘
の
原
韻
に
步したが
ふ（
遊
紅
螺
山
資
福
禪
寺，
步
傅
提
學
沅
叔
增
湘
原
韻
）」
と
い
う
次
韻
詩
を
作
っ
て
お
り、
彼
の
詩
文
集
で
あ
る「
南
園
詩
存
」
に
收
め
ら
れ
て
い
る
が偰
、
こ
こ
に
は
張
相
文
の『
灤
陽
紀
行
』
の
當
該
部
分
を
引
い
て、
傅
増
湘
の
詩
篇
の
理
解
の
資
と
し
て
お
き
た
い偂
。
群
峰
環
抱
の
中
に、
資
福
禪
寺
は
在
り。
寺
僧
は
五
六
十
人、
藏
す
る
所
の
經
卷
は
頗
る
富
め
り。
操
行
は
勤
苦
に
し
て、
規
制
は
秩
然
た
り。
寺
を
環
る
數
里
は、
果
樹
葱
蘢
た
り。
歳
ご
と
に
其
の
實
を
收
め、
入
款
の
大
宗
と
爲
す。
寺
の
前
の
流
泉
は
交
ご
も
注
ぎ、
闢
き
て
蔬
圃
と
爲
す。
雜
ふ
る
に
翠
竹
數
百
竿
を
以
て
し、
風
に
臨
んで搖曳し、蒼翠にして多姿、尤も北地の僅に見る所なり。傅
増
湘
の『
灤
陽
小
草
』
に
收
錄
さ
れ
た
詩
篇
は、
數
量
的
に
は
熱
河
往
復
の
道
中
で
の
作
品
が
多
く、
む
し
ろ
熱
河
の
避
暑
山
莊
や
外
八
廟
で
の
詩
は
少
な
い。
熱
河
で
の
作
品
は
長
編
の
七
言
古
詩「
避
暑
山
莊
歌
」
と
七
言
律
詩「
游
獅
子
園，
園
官
張
千
總
談
舊
事
有
感
」
の
二
首
だ
け
だ
と
思
わ
れ
る。
「
避
暑
山
莊
歌
」
は
す
で
に『
藏
園
游
記
』
の
「
游
避
暑
山
莊
日
記
」
に
附
錄
と
し
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
の
で、
こ
こ
で
は後者の詩を載錄しておく。
　「游獅子園，園官張千總談舊事有感」　　　
 （「
獅
子
園
に
游
び、
園
官
の
張
千
總
の
舊
事
を
談
ず
る
に
感有り」
）
憶昔文皇狩北邊
　　
憶ふ昔
　
文皇
　
北邊に狩りし
山林望幸敞芳筵
　　
山林に幸を望み芳筵を敞
ひ
らく
曾充騶卒趨朱邸
　　
曾て騶卒に充てられて朱邸に趨り
親奉賢王執錦韉
　　
親しく賢王を奉じて錦韉を執る
緜上龍蛇羞得路
　　
緜上の龍蛇は路を得るを羞ずるも
淮南雞犬詫升仙
　　
淮南の雞犬は仙に升るを詫
ほ
こる
園官八品垂垂老
　　
園官八品は垂老に
垂なんなん
として
飽啖雲泉五十年
　　
雲泉を飽啖すること五十年なり
詩
題
に
言
う
よ
う
に
張
と
い
う
山
莊
の
管
理
人
の
語
る
懐
舊
談
に
触
發
さ
れ
て
で
き
た
作
品
で
あ
る
が、
そ
の
内
容
は「
日
記
」
に
よ
り
具
體的に記されている
傔
。
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張
千
總
言
ふ
に、
十
五
歳
の
時、
即
ち
此
園
を
守
る。
文
宗
狩
り
に
出
で
し
時、
醇
賢
親
王
扈
從
し、
常
に
此
の
間
に
在
り
て
馬
を
習
ふ。
時
に
王
年
亦
た
衹
だ
十
餘
歳、
之
が
爲
に
鞭
を
執
り
馬
を
調
ふ、
と。
今
忽
忽
と
し
て
五
十
年、
僅
に
八
品
の
千
總
一
官
に
補
せ
ら
る
るを得たり。年俸は只だ四十餘金。言次、悲歎に勝へず。こ
の
文
の
前
に、
張
千
總
の
言
葉
と
し
て、
そ
の
當
時
の
避
暑
山
莊
と
往
時
の
そ
れ
と
が
違
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
こ
の
言
葉
が
記
さ
れ
る。
避
暑
山
莊
と
外
八
廟
の
游
覽
を
記
し
た
部
分
に
は、
建
物
の
歷
史
や
佇
ま
い
を
語
り、
そ
れ
ら
を
稱
賛
す
る
文
章
が
多
く、
む
し
ろ
個
人
的
な
感
慨
の
吐
露
は
詩
篇
の
方
に
多
い。
し
か
し、
処々において見られるこうした視点からの敍述が傅增湘の
「日
記」を「游記」文學作品足らしめているところでもある。「
詩
」
は「
日
記
」
の
關
連
部
分
を
讀
む
こ
と
に
よ
っ
て、
そ
の
理
解
は
格
段
と
深
ま
り、
ま
た「
詩
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
「
日
記
」
そ
の
も
の
を
よ
り
強
い
現
實
感、
あ
る
い
は
立
體
感
を
も
っ
て
讀
む
こ
と
が
で
き
る。
少
な
く
と
も、
こ
う
し
た
相
互
作
用
の
意
味
を
無
視
し
て、
「
游
記
」
や「
紀
游
詩
」
を
そ
れ
ぞ
れ
單
独
で
讀
む
だ
け
で
は「
旅
」
の
全
體
像
の
把
握
に
は
繋
が
り
に
く
い。
「
游
記
」
と「
紀
游
詩
」
と
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
は、
別
の
稿
で
も
實
例
を
擧
げ
て
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が、
こ
こ
で
も
同
じ
こ
と
が
指
摘
で
き
る僴
。
詩
篇
は
散
文
に
よ
っ
て
意
味
が
明
確
に
な
り、
散
文
は
詩
篇
に
よ
っ
て
輝
き
を
増
す
と
い
う
相
乗効果がある。
四、寫眞について
傅
增
湘
の
提
學
使
と
し
て
の
熱
河
へ
の
旅
の
状
況
は、
「
日
記
」
と
「詩篇」
によってかなり具體的に理解できることを述べてきた。
と
こ
ろ
が、
こ
の
時
の
旅
に
は
こ
れ
に
加
え
て、
「
寫
眞
」
ま
で
殘
さ
れ
て
お
り、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
臨
場
感
を
も
っ
て、
こ
の
旅
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る。
そ
れ
は、
百
年
前
の
旅
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か、
ま
た
百
年
前
の
景
觀
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
のかを私たちに傳える何にも替えがたい貴重な資料である。
こ
の
旅
に
お
い
て「
寫
眞
」
が
撮
ら
れ
た
こ
と
は、
「
日
記
」
の
中
に
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る。
先
に
引
い
た
文
で
は、
紅
螺
山
の
資
福
寺
に
遊
ん
だ
と
き
に「
袁、
張
攝
影
す
る
こ
と
數
張
」
と
い
う
文
が
あ
っ
た。
その他にも、以下のような記述が見える
僘
。
二
十
四
日。
……
行
く
こ
と
三
十
里
に
し
て
廣
仁
嶺
を
過
ぐ、
石
を
鑿
ち
道
を
通
じ、
嶺
の
上
よ
り
群
山
を
俯
視
す
る
に、
松
柏
は
山
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に滿ち、風景は絶佳なり。袁張二君に留影を屬して去る。
二
十
七
日。
……
轉
じ
て
西
北
し、
石
路
を
循
っ
て
山
に
上
り、
珠
源
寺
に
至
る。
中
に
銅
殿
一
所
有
り、
柱
壁
欞
瓦、
皆
紫
銅
を
以
て
之
を
爲
る。
頤
和
園
の
中
大
光
明
藏
と
酷
似
す。
觀
瀾
に
屬
し
て
拍
照
し
以
て
之
を
誌
す。
一
澗
を
歷
て
山
を
下
り、
文
津
閣
に
至
り、
石
山
に
登
り
て
一
覽
す。
……
山
を
出
で
御
道
に
至
り、
仍
ち
澗
に
緣
っ
て
回
る
こ
と、
約
兩
里
許
り
に
し
て、
曠
觀
閣
由
り
し
て
出
づ。
回
り
て
山
色
を
望
む
に、
步步
人
を
留
む。
途
に
緣
り
攝
影
す
る
こ
と數處、芳園居の前に至りて上船し 文園に至りて一視す。
二
十
八
日。
……
園
内
の
照
片
印
成
る
も、
兩
張
未
だ
佳
か
ら
ざ
る有り。重ねて照するを屬す。「日
記
」
に
寫
眞
を
撮
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
は
以
上
の
數
条
で
あ
る。
「
二
十
八
日
」
の
条
に
撮
り
直
し
さ
せ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と、
寫
眞
を
撮
る
こ
と
に
並
々
な
ら
ぬ
思
い
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
寫
眞
を
撮
る
こ
と
に
拘
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は、
幸
運
に
も
こ
の
寫
眞
が
後
世
に
殘
さ
れ
た
こ
と
と
も無關係ではないように思う（
後述
）。
と
こ
ろ
で、
詩
を
作
っ
た
と
い
う
記
述
が、
「
日
記
」
の
中
に
は
記
述
さ
れ
て
い
て
も、
そ
れ
以
上
に
多
く
の
詩
を
作
っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る。
こ
れ
と
同
様
に、
寫
眞
を
撮
っ
た
と
い
う
記
述
が「
日
記
」
に
は
な
く
と
も、
道
中
の
名
勝
に
立
ち
寄
る
た
び
に、
ま
た
避
暑
山
莊
や
外
八
廟
を
散
策
す
る
中
で
少
な
か
ら
ぬ
寫
眞
が
撮
ら
れていた。そのことを窺わせるのは、以下の記錄である。
ま
ず、
『
灤
陽
小
草
』
に
收
め
ら
れ
た「
即
事。
蔚
西
に
贈
り、
並
び
に
和
章
を
索
む
」
の
詩
の
末
尾
に
は「
蔚
西、
快
鏡
を
携
へ、
山
水
の
佳
き
處
に
遇
へ
ば、
輒
ち
車
を
停
め
て
攝
影
す兊
」
と
い
う
注
記
が
あ
る。
こ
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
れ
ば、
張
相
文
に
は「
青
石
梁
撮
影
」（『
南
園
詩
存
』
所
收
）
と
い
う
七
絶
が
あ
っ
て、
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
に
出
會
う
と、
い
か
に
險
峻
な
場
所
で
あ
ろ
う
と
寫
眞
を
撮
る
こ
と
を
忘
れ
ていなかったことがわかる。
　
張相文「青石梁撮影」
　　
（「青石梁
にて撮影す」
）
停車小驛夕陽西
 
　
車を小驛に停むれば
　
夕陽は西し
粉本親從塞上携
 
　
粉本は親しく塞上從り携ふ
兤
領取青梁最高處
 
　
領取せり
　
青梁最高の處
燕雲回首萬山低
 
　
燕雲に首を回
めぐ
らせば萬山低し
で
は、
こ
う
し
た
熱
河
へ
の
道
中
で
撮
ら
れ
た
寫
眞、
ま
た
避
暑
山
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莊
や
外
八
廟
の
散
策
で
撮
影
さ
れ
た
寫
眞
は、
そ
の
後、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か。
現
在
な
お
眼
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か。
こ
の
こ
と
も
長
く
私
の
中
で
懸
案
に
な
っ
て
い
た
が、
近
ご
ろ
そ
の
一
部
を探しだすことができたので、併せてここに紹介する。
一
九
一
四
年（
民
國
二
年
）
か
ら
一
九
二
六
年（
民
國
三
十
七
年
）
の
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て、
上
海
の
商
務
印
書
館
か
ら『
中
國
名
勝
』
と
い
う
全
二
十
二
種（
三
十
一
册
）
の
寫
眞
集（
A 
4版、
横
長
）
が
出
さ
れ
た。
そ
れ
は、
中
國
各
地
の
名
勝
を
當
時
の
最
新
の
印
刷
技
術
で
あ
っ
た
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
っ
て
出
版
し
た
も
の
で、
寫
眞
を
主
と
し、
こ
れ
に
簡
單
な
中
國
語
の
説
明
と
タ
イ
ト
ル
の
英
文
を
併
記
し
た
もので った。
寫眞の中には部分的に着色を施したものもあっ
た。
定
価
は「
大
洋
壱
元
」
で
あ
っ
た
が、
た
い
へ
ん
よ
く
売
れ
た
シ
リーズのようで、どの册も何度も刷りを重ねている
冝
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
五
種
に
あ
た
る
の
が『
避
暑
山
莊
』（
一
九
一
五
年
七
月
初
版
）
で
あ
り、
こ
れ
を
傅
增
湘
と
袁
希
濤
が
担
當
し
た［
圖
三・
四
］ 。
そ
の「
弁
言
」
は
袁
希
濤
が
書
い
て
い
る
が、
「
編
纂
者
」
と
し
て
傅
增
湘
と
の
連
名
に
な
っ
て
い
る
の
は、
こ
の
時
の
旅
が
傅
增
湘
の
提
學
使
と
し
て
の
旅
で
あ
っ
た
か
ら
か、
寫
眞
を
担
當
し
た
の
は
袁
希
濤
と
張
相
文
で
あ
っ
た
が
寫
眞
の
撰
文
は
傅
増
湘
が
担
當
し
た
か
ら
か。
い
ず
れ
に
せ
よ、
こ
の
時
の
旅
で
撮
ら
れ
た
寫
眞
で
あ
る
こ
と
は、
出
版
の
發
行
が
こ
の
旅
の
五
年
後
の
一
九
一
五
年
七
月
で
あ
り、
そ
の
間
に
は
傅
增
湘
の
再
訪
は
な
い
な
ど
の
こ
と
か
ら
し
て
も
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
と
思
わ
れ
る。
從
っ
て、
傅
増
湘
が
熱
河
で
寫
眞
の
撮
り
直
し
を
命
じ
た
の
も、
こ
の
出
版
計
画
と
何
ら
か
の
關
連
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か。
傅
増
湘
の
関
与
は
こ
の
一
册
だ
け
で
あ
っ
た
が、
袁
希
図四　 『避暑山荘』 の奥付頁
図三　 『中國名勝　避暑山莊』 （上海圖書館蔵）
の表紙
中国文学研究
　
第三十九期
92
濤はほかにも『衡山』
『普陀山』などに關わっている。
こ
の
册
子
に
收
め
ら
れ
た
寫
眞
は
全
部
で
二
十
四
葉、
そ
の
う
ち
避
暑
山
莊
が
二
十
景、
外
八
廟
が
四
景
で
あ
る。
そ
の
中
か
ら、
例
と
し
て
避
暑
山
莊
の「
小
金
山（
鏡
水
雲
岑
）」
と、
今
は
普
陀
宗
乗
廟
と
言
わ
れ
る
こ
と
の
多
い「
布
達
拉
廟
」
の
寫
眞
を
擧
げ
て
お
く。
そ
の
英
語のタイトルと中國語の説明文は、次のとおりである
冾
。
（八）
「小金山（
鏡水雲岑
）」
T
he 〝
L
ittle M
ountain 〟
「
湖
の
東
岸
に
在
り、
高
閣
に
し
て
三
重。
其
の
下
に
殿
有
り、
五
楹。
圍
む
に
曲
廊
を
以
て
し、
湖
水
は
澄
清
に
し
て、
倒
映
すること畫の如し」
。［圖五］
（二十三）
「布達拉廟」
T
he T
em
ple of P
utala
「
山
莊
の
外
東
北
十
八
里
に
在
り。
本
は
普
寧
寺
と
名
づ
く。
清
の
乾
隆
の
時
建
つ
る
に、
西
藏
の
布
達
拉
廟
の
制
に
仿
ふ
を
以
てす。故に今の名を沿用す」
。［圖六］
こ
の
二
箇
所
に
つ
い
て
は、
傅
增
湘
た
ち
は
二
十
六
日
の
午
前
と
午
後
に
遊
覽
に
出
か
け
て
い
る。
寫
眞
は
こ
の
時
に
撮
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
「
日
記
」
に
は、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。
い
さ
さ
か
長
文
に
渡
る
が、
写
真
と
の
対
応
と
と
も
に、
遊
覽
の
様
子
と
關
心
の
あ
り
か
が
よ
く
分
か
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で、
煩
を
厭
わ
ず
に
引
用
す
る凬
。
ま
た
文
中
に、
写
真
が
収
録
さ
れ
た『
避
暑
山
荘
』
の
当
該
の
頁
を挿入しておく。
二
十
六
日。
八
點、
袁
･
張
三
人
と
同
に
行
宮
に
至
る。
都
統
は
差
官
三
人
を
派つか
は
し
て
前
導
せ
し
む。
苑
丞
の
王
君、
苑
副
の
楊
君
皆
到
る。
先
に
宮
門
の
内
に
至
り
て
小
憩
し、
再
び
東
の
小
門
よ
り
入
り、
行
き
て「
萬
壑
松
風
」（
一
）
の
旁
に
至
り
て
小
坐
す。
船
に
乘
り
て「
無
暑
清
涼
」（
四
）
に
至
図五　 『中國名勝　避暑山莊』 所載の 「小金山 （鏡水雲岑）」
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る。
後
は
即
ち
「
延
薰
山
館
」
な
り。
最
後
は「
樂
壽
堂
」
爲
り。
乃
ち
文
宗
駐
蹕
の
所
な
り。
東
は「
一
片
雲
」
爲
り。
小
戲
臺
有
り、
樓
の
兩
面
之
を
環
る。
西
角
に
水
榭
有
り、
極めて幽靜。
後
門
に
至
り、
步
行して
「煙雨樓」
（
六・
七
）
に
至
る，
山
を
前
に
し
湖
を
後
に
し、
樓
は尚ほ完好。
船
に
由
り
對
岸
に
渡
る、
「
萬
樹
園
」（
十
六
）
は
細
草
茵
の
如
し。
一
阜
を
逾
え「
文
津
閣
」（
十
五
）
に
至
る。
閣
式
は
文
瀾
閣
と
同
じ
く、
三
層
に
分
つ。
四
庫
全
書
を
此
に
貯
ふ。
縹
緗
の
完
整、
裝
潢
の
精
致
な
る
は、
文
瀾
も
及
ば
ざ
る
な
り。
樓
の
前
に
石
山
有
り。
曲
折
を
極
め、
亦
た
西
湖
に
類
す、
而
し
て
洞
徑
は
略
ぼ
寬
た
り。
東
北
の
か
た
行
き
て
永
祐
寺
に
至
る。
聖
祖
の
獵
圖
一
幅、
高
宗
の
獵
圖
兩
幅
有
り。
宛
然
と
し
て
生
く
る
が
如
く、
妙
筆
な
り。
寺
内
に「
六
合（ママ
）塔
」（
二
十
）
有
り、
九
層
に
し
て、
第
二
級
に
登
れ
ば、
已に宮内外の山寺 各處を見れり。
徑
に
循
っ
て
南
に
行
き、
熱
河
の
發
源
の
處
に
至
り
て
一
視
す
る
に、
泉
は
并
び
に
溫
か
ら
ず
し
て、
但
だ
冬
に
凍
ら
ざ
る
の
み。
再
び
南
し
て
舟
に
乘
り「
金
山
」（
八
）
に
至
る。
即
ち「
鏡
水
雲
岑
」
な
り。
小
山
は
湖
に
臨
み、
殿
閣
は
數
處、
閣
前
に
僵
石
兩
片
有
り。
所謂木變石なり。
再
び
舟
行
し
て
南
す
る
に、
正
殿
兩
重
有
り。
「
月
色
江
聲
」
と
名
づ
く。
門
外
の
荷
花
は
湖
に
滿
ち、
垂
柳
は
四よも
を
蔭お
ほひ，
宛
然
と
し
て
西
湖
の
景
色
な
り。
小
坐
す。
「
水
心
榭
」（
十
一
）
を
過
ぐ。
乃
ち
水
閘
な
り。
亭
三
座
を
其
の
上
に
構
へ、
橋
の
若
く
然
り。
橋
を
過
ぎ「
勤
政
殿
」
に
至
る。
旁
ら
に「
福
壽
園
」
有
り、
亦
た
演
劇
の
地
な
り。
規
制
は
德
和
園
の
如
く
な
る
も
差
や
大
に
し
て、
樓
も
亦
た
漸
く
圯くづ
る。
山
徑
を
循
り
て「
萬
壑
松
風
」
の
處
に
至
り
て
宮
を出づ。店に抵れば已に一點半なり。……「
普
陀
宗
乘
廟
」（
二
十
三
）
に
游
ぶ。
廟
は
府
治
を
距
て
る
こ
と
図六　 『中國名勝　避暑山莊』 所載の 「布達拉廟」
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約
十
里、
山
莊
の
宮
牆
の
外
を
循
り
て
北
に
行
く。
「
德
匯
門
」
迤
北
に
至
り
て、
山
樓
に
靠
る
一
帶
は、
林
木
は
森
蔚
し、
巖
壁
は
蒼
翠
に
し
て、
細
草
は
茵
の
如
く、
至
っ
て
幽
勝
爲
り。
牆
に
循
ひ
て
再
び
折
れ
て
西
し、
行
宮
に
至
る。
又
た
里
許
り
に
し
て
廟
の
門
に
至
る。
管
事
の
人
を
覓
む
る
も
得
ず。
廟
の
後
の
山
頂
に
登
り
て
四
望
す
れ
ば、
夕
陽
は
山
を
銜
み、
炊
煙
は
村
落
の
間
に
起
つ。
山
莊
の
後
山
は
峻
壁
に
し
て、
蘿
の
懸
る
こ
と
綠
幛
の
如
し。
山
を
下
り
て
乃
ち
看
守
の
官
に
逢
ふ。
導
か
れ
て
正
殿
の
下
に
入
り
て
一
視
す。
急ぎ山を下り、寓に回れば已に暮なり。
 
描
写
は
か
な
り
詳
細
で
あ
り、
ど
の
よ
う
な
路
を
た
ど
っ
て
遊
覧
し
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る。
こ
の
記
述
に
據
る
と、
当
時
の
熱
河
は
現
今
の
遊
客
の
喧
騒
に
あ
ふ
れ
た
避
暑
山
莊
や
外
八
廟
の
様
子
と
か
な
り
様
相
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る。
ま
た、
今
に
殘
さ
れ
た『
中
國
名
勝
』
の
避
暑
山
莊
の
各
所
の
寫
眞
を
見
て
も
昨
今
の
避
暑
山
莊
と
は
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
が
瞭
然
と
す
る。
も
と
よ
り
當
時
は
通
常
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
皇
帝
の
離
宮
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
現
今
の
避
暑
山
莊
や
外
八
廟
の
イ
メ
ー
ジ
で
も
っ
て、
百
年
前
の
傅
増
湘
の
旅
を
想
起
す
る
に
は
少
な
か
ら
ぬ
躊
躇
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る。
傅
增
湘
が
訪
れ
た
當
時
で
さ
え、
す
で
に
最
盛
期
の
避
暑
山
莊
と
は
異
な
る
風
景
が
あ
っ
た。
「
日
記
」
に
は、
そ
の
こ
と
が「
看
守
官
張
千
總」の話として記錄されている
刕
。
待
月
亭
の
南
の
原
に
は「
芳
蘭
砌
」、「
樂
山
書
院
」、「
水
情
月
意
」
の
各
殿
有
り
し
も、
皆
見
る
可
か
ら
ず。
惟
だ「
環
翠
亭
」
の
み
巍
然
と
し
て
尚
ほ
存
す。
看
守
官
の
張
千
總
の
言
に
據
れ
ば、
光
緒
九
年、
十
二
年
の
兩
次
の
大
水
の
後
自
り、
山
下
の
各
殿
の
座
を
沖
刷
せ
り。
水
の
牆
内
に
流
れ
行
き
て
自
り、
近
く
は
乃
ち
臨
河
に
泊
岸
を
築
き
以
て
之
を
防
護
す
る
も、
然
れ
ど
も
形
勢
は
已
に
大
い
に
變
は
り、
特
だ
亭
館
の
基
阯
の
存
す
る
無
き
の
み
な
ら
ず、
即
ち
臨
河
の小土山も亦た水に蝕盡せられたり、と。朝
廷
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
管
理
さ
れ
て
き
た
當
時
の
禁
苑
に
し
て
こ
の
よ
う
な
變
化
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば、
そ
れ
か
ら
百
年
を
經
た
現
在、
避
暑
山
莊
の
内
外
の
様
子
が「
大
變
」
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う。
熱
河
に
至
る
道
中
の
風
景
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
ある。そうであるにもかかわらず、
私たちは今ある風景に據っ
て、
往
時
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
る
し
か
な
い。
そ
う
で
あ
れ
ば、
眼
傅增湘と避暑山莊（稲畑）
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前
の
風
景
の
中
に
往
時
の
姿
を
思
う
と
き、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
時
代
的
制
約
に
よ
る
意
識
さ
れ
ざ
る
誤
謬
の
ま
じ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
ならないのではないか。
そ
れ
だ
け
に、
傅
增
湘
に
よ
っ
て
殘
さ
れ
た「
日
記
」
と「
詩
篇
」
と「
寫
眞
」
の
三
位
一
體
の
百
年
前
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は、
當
時
の
記
錄
と
し
て
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
で
あ
り、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
輝
き
を
增
す
こ
と
で
あ
ろ
う。
熱
河
に
關
す
る
こ
う
し
た
三
位
一
體
の
資
料
は
そ
れ
ま
で
に
は
存
在
せ
ず、
今
後
は
新
た
な
媒
體
で
記
錄
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も、
こ
れ
と
は「
大
變
」
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
に
違
いないからである。
日
記「
宣
統
二
年
八
月
視
學
熱
河
日
記
」
と
詩
集『
灤
陽
小
草
』、
な
ら
び
に
寫
眞
集『
中
國
名
勝
　
避
暑
山
莊
』
の
存
在
は、
單
に
傅
増
湘
の
活
動、
と
く
に
そ
の
提
學
使
の
具
體
的
な
視
察
の
様
子
を
記
錄
し
た
も
の
と
し
て
貴
重
だ
と
い
う
ば
か
り
で
な
く、
百
年
前
の
旅
の
様
子
や
避
暑
山
莊・
外
八
廟
の
状
況
を
知
る
に
あ
た
っ
て
も
有
用
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う。
ま
し
て、
そ
の
よ
う
な
資
料
が
缺
け
て
い
る
千
年
前、
二
千
年
前
の
こ
と
と
も
な
れ
ば、
風
景
の
み
な
ら
ず、
人
物
で
あ
れ、
出
来
事
で
あ
れ、
ま
た
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
思
い
な
ど
は、
私
た
ち
は
一
定
程
度
の
懼
れ
を
も
っ
て
語
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
うことを傳えているようでもある。
注（
1）「
游
避
暑
山
莊
日
記
」（「
宣
統
二
年
八
月
視
學
熱
河
日
記
」）
は、
傅
熹
年
編『
藏
園
游
記
』
巻
二（
印
刷
工
業
出
版
社、
一
九
九
五
年
八
月
）
に
收
錄
さ
れ
て
い
る。
既
發
表
の
も
の
が
こ
こ
に
收
錄
さ
れ
た
の
か、
そ
れ
と
も
原
稿
や
自
印
本
と
し
て
殘
さ
れ
て
い
た
も
の
を
收
錄
し
た
の
か、
ま
た
原
題
は
別
題
と
さ
れ
る「
宣
統
二
年
八
月
視
學
熱
河
日
記
」
で
あ
っ
た
のではないかとも思われるが、いずれも確認できないでいる。
（
2）『
清
史
稿
』
卷
百
十
九（
百
官
志
六
）
參
照。
汪
婉『
清
末
中
國
対
日
教
育
視
察
の
硏
究
』
第
八
章（
汲
古
書
院、
一
九
九
八
年
十
二
月
）、
安
東
強「
舊
學
與
新
學
：清末
提
學
使
東
游
見
聞
與
認
知
」（『
學
術
硏
究
』
二
〇
〇
九
年
第
七
期
）、
霍
紅
偉「
晩
清
教
育
轉
型
中
學
政
的
角
色
轉
變
與
裁改」
（『
學術硏究』二〇一二年第三期）など參照。
（
3）
傅
增
湘「
藏
園
居
士
六
十
自
述
」（
自
印、
一
九
三
一
年
）、
ま
た『
時
事
周
報
』（
一
九
三
二
年
第
二
卷
第
五
期
五
･
六
･
七
･
九
･
十
期
）
掲
載。
「
直
隸
學
務，
自
項
城
鋭
意
恢
張，
重
以
嚴
範
孫、
盧
木
齋
二
公
前
後
擘
畫，
成
效
婓
然，
殆
冠
於
諸
行
省。
余
惟
規
隨
勿
失
而
已。
旋
引
袁
君
觀
瀾，
俾
司
捴
務，
昕
夕
圖
維。
余
以
爲
欲
教
化
之
普
行，
惟
小
學
寔
爲
先
務。
而
小
學
之
推
展，
則
鄉
僻
尤
爲
要
圖。
今
之
主
學
事
者，
大
率
糜
金
錢，
萃
人
才
於
都
會，
而
以
郷
村
教
育，
聽
諸
州
縣
下
吏，
以
奉
行
文
書
爲
課
最，
非
本
計
也。
於
是，
歲
時
分
道
出
巡，
東
抵
榆
關，
西
渡
易
水，
南
及
大
名，
北
至
宣
化。
踰
古
北
口，
環
視
熱
河、
朝
陽
邊
荒
之
域。
三
年
之
中，
減
騎
從，
冒
寒
暑，
走
窮
村
古
寺，
目
驗
而
口
喩
之。
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所
至
集
官
紳，
評
優
劣，
而
申
以
獎
懲。
風
習
得
以
周
知，
士
氣
爲
之
奮
發。
蓋
提
學
巡
視
之
擧，
全
國
莫
先
焉。
復
籌
設
初
級
師
範
四
校，
分
布
保
定、
天
津、
灤
州、
邢
臺
各
地，
爲
全
省
小
學，
廣
儲
教
師。
迨
校
舍
落成，而革命之軍作矣」
。
（
4）『
藏
園
游
記
』
所
收
の「
游
避
暑
山
莊
日
記
」
の
冒
頭
に
は「
宣
統
二
年
歲
次
庚
戌
八
月
十
七
日。
上
院
稟
辭，
赴
熱
河。
十
八
日。
料
理
行
裝，
九
點
上
車。
同
行
者
袁
觀
瀾、
張
綬
卿、
張
蔚
西
三
君。
到
京，
住
四
河
沿
泰
安
樓。
雇
定
騾
轎
四
乘，
雙
套
車
四
輛，
共
二
百
□
十
兩
」
と
あ
る。
な
お「
四
河
沿
」
は
未
詳。
「
西
河
沿
」
の
誤
植
か。
「
西
河
沿
」
で
あ
れ
ば、
前
門
か
ら
西
に
延
び
て
南
新
華
街
に
達
す
る
通
り
で、
今
も
「
西
河
沿
大
街
」
と
し
て
殘
っ
て
い
る。
正
陽
橋
か
ら
西
に
護
城
河
に
沿
っ
て
街
路
が
で
き
た
の
で
こ
の
名
が
あ
る。
清
の
初
期
に
は
書
肆
の
多
か
っ
た
こ
の
通
り
に
は、
清
の
中
期
か
ら
銀
錢
業
の
店
が
集
ま
り
始
め、
清
末
か
ら
民
國
初
め
に
は
一
大
金
融
街
へ
と
發
展
し
て
い
た（
李
路
珂
ほ
か
編
著『
北
京
古
建
築
地
圖
』
清
華
大
學
出
版
社、
二
〇
〇
九
年
五
月、
參
照
）。
そ
れ
に
伴
っ
て
旅
館
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
り、
「
四
河
沿
」
は
「
西
河
沿
」
の
誤
植
で
あ
る
可
能
性
が
高
い。
「
双
套
車
」
は「
双
套
飛
車
」
と
も
い
い、
二
頭
の
馬、
驢、
あ
る
い
は
牛
が
牽
く
車
で、
人
の
交
通手段として、また荷物の運搬に用いられた。
（
5）
黄
炎
培・
汪
懋
祖・
沈
恩
孚「
袁
觀
瀾
先
生
事
略
」（
卞
孝
萱・
唐
文
権
編『
民
國
人
物
碑
傳
集
』
所
收、
鳳
凰
出
版
社、
二
〇
一
一
年
九
月
）、
橋
川
時
雄『
中
国
文
化
界
人
物
総
鑑
』（
中
華
法
令
編
印
館、
一
九
四
〇
年
十
月
）
な
ど
參
照。
『
義
務
教
育
之
商
榷
』（
一
九
二
一
年
十
月
）、『
義
務
教
育
』（
商
務
印
書
館、
一
九
三
一
年
八
月
）
な
ど
の
教
育
關
連
の
著
作
の
ほ
か、
中
國
の
名
勝
を
寫
眞
と
と
も
に
紹
介
し
た『
衡
山
』（
商
務
印
書
館、
一
九
一
五
年
十
二
月
）、『
普
陀
山
』（
商
務
印
書
館、
一
九
一
五
年
二
月
）
な
ど
が
あ
り、
ま
た
寶
山
の
方
志
の
編
集
に
も
携
わ
っ
て
い
る。注（
37）参照。
（
6）
注（
3）
所
引
の「
蔵
園
居
士
六
十
自
述
」、
孟
森「
張
君
蔚
西
墓
表
」
（
卞
孝
萱
・
唐
文
権
編『
民
國
人
物
碑
傳
集
』
所
收、
注（
5）
前
出
）、
唐
博「
張
相
文
―
近
代
中
國
地
理
學
先
駆
」（『
地
圖
』
二
〇
一
一
年
第
三
期
）、
于
波『
張
相
文
與
中
國
近
代
地
學
的
興
起
』（
雲
南
大
学
出
版
社、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）
な
ど
參
照。
ま
た
注（
5）
所
引
の
橋
川
書。
著
作
は『
南
園
叢
稿
』
二
十
四
卷（
中
華
印
書
館、
一
九
三
五
年
）
に
收
め
ら
れ
て
お
り、
そ
こ
に
は
傅
増
湘
と
の
熱
河
へ
の
旅
を
記
し
た『
灤
陽
紀
行』も收められている。
（
7）『
魯
學
齋
日
記
』（
國
家
圖
書
館
出
版
社、
二
〇
一
〇
年
十
月
）
の
光
緖
十
六
年
七
月
の「
人
物
簡
介
」
注
二
四
六
に「
張
綬
卿
：
東
臺
人，
張
西
箴
之
子
」
と
あ
り、
同
書
に
は
吉
城
の「
求
志
書
院
」
の
同
學
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る。
馮
国
璋
の「
河
郡
同
郷
録
序
」
は、
田
国
福
編『
河
間
序跋集』
（中国文聯出版社、二〇一二年九月）所収。
（
8）
傅
増
湘
の「
日
記
」
に
は「
十
九
日。
早
發，
到
東
直
門
已
十
二
點
矣。
三
點
到
孫
河，
道
途
泥
淖
難
行，
日
沒
乃
到
順
義
縣。
周
令
迓
於
城
外，
即住署中」とある。
（
9）「
二
十
日。
早
起，
見
縣
中
紳
董
及
教
習
諸
人。
視
高
等
小
學，
只
一
班，
二
十
三
人，
附
初
小
兩
班。
視
女
學
處，
學
生
十
四
人，
一
老
生
年
六
十
餘
者
教
之，
教
法
亦
不
佳。
回
署
飯
後
即
動
身，
四
十
里
到
懷
柔
縣，
住
於
自
治
硏
究
所。
至
高
等
小
學、
初
等
小
學
各
一
視，
學
生
寥
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寥，
教
法
亦
平
常。
全
境
學
堂
只
兩
所，
報
立
簡
易
學
塾
二
十
處，
其
實
一
處
未
辦，
官
場
辦
事
如
此
敷
衍，
可
歎
也。
二
十
一
日。
早
八
點
出
城。
……
薄
暮
抵
密
雲
縣，
住
高
小
學
堂
中。
飯
後
觀
學
生
上
課，
教
習
尚
好。
……
二
十
二
日。
早
七
點
行，
縣
東
別
有
新
城，
亦
甚
空
闊。
六
十
里
到
石
匣，
尖。
至
官
小
學
堂
一
視，
尚
可。
……
二
十
三
日。
六
點
半
動
身，
五
十
里
至
三
間
房。
有
學
堂
一
所，
往
視
之，
尚
可。
……
二
十
四
日。
早
六
點
啟
行。
便
道
觀
三
道
梁
初
等
小
學，
學
生
到
者
只
四
人，
講
解
尚
清
楚，
教
習
人
亦
尚
明
白。
五
十
里
至
灤
平
縣，
縣
無
城
無
獄，尖于三吉店。視兩等小學及女學，關外如此，亦差可意」
。
（
10）「
又
六
里
至
熱
河
承
德
府。
府
無
城，
住
寶
元
店
中，
見
官
紳
數
十
人，
倦極矣」
。
（
11）「
二
十
五
日。
早
謁
都
統
誠
果
帥。
又
訪
徐
拙
安
觀
察，
導
遊
衙
後
小
山，
可
見
全
街
風
景。
午
後
都
統
及
本
道
來
回
拜。
下
午
至
中
學
看
授
課
四
堂，
又
至
小
學
看
授
課
兩
堂，
高
等
校
地
即
前
學
政
署
而
曾
設
農
業
者
也」
。
（
12）
伊イ
爾ル
根ゲン
覚ギョ
羅ロ
氏
誠
勲（
一
八
四
八
年
―
一
九
一
五
年
）、
字
は
果
泉。
満
洲
族、
正
赤
旗
の
人。
江
蘇
按
察
使、
浙
江
布
政
使、
安
徽
巡
撫、
チ
ャ
ハ
ル
都
督
な
ど
の
地
方
の
要
職
を
歷
任
し、
宣
統
元
年（
一
九
〇
九
年
）
か
ら
熱
河
の
都
督
に
就
い
て
い
た。
魏
秀
梅
編『
清
季
職
官
表、
付
人
物
録
』（
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所、
一
九
七
七
年
）、
朱
彭
寿『
清
代
人
物
大
事
紀
年
』（
北
京
図
書
館
出
版
社、
二
〇
〇
五
年
二
月
）
な
ど
参照。
（
13）「
二
十
六
日。
……
循
山
徑
至
萬
壑
松
風
處
出
宮，
抵
店
已
一
點
半
矣。
飯
後
三
點
至
駐
防
兩
等
學
堂，
高
等
班
五
十
人，
教
員
齡
和
教
法
不
佳，
資
格
亦
不
合。
初
等
教
員
胡
圖
凌
阿
尚
可，
已
酉
拔
生
也。
……
二
十
七
日。
早
至
儒
學，
觀
御
頒
彝
器
十
種，
有
蟬
文
簋
甚
古
雅，
餘
亦
斑
駁
陸
離，
真
三
代
法
物
也。
學
署
有
御
賜
欽
定
各
書，
如
二
十
四
史、
十
三
經、
九
通、
全
唐
詩、
淵
鑑、
韻
府
之
類，
尚
完
好，
但
庋
置
架
上，
不
免
時
有
蟲
水
傷
耳。
觀
習
藝
所，
罪
犯
四
十
餘
人，
一
喇
嘛
在
內，
即
盜
行
宮
御
用
陳
設
者
也。
游
民
習
藝
者
四
十
人，
歲
費
二
千
餘
金，
工
作
只
織
布
一
項。
惟
紡
線
室
罪
犯
與
流
民
同
處，
殊
未
宜，
已
告
令
更
改。
又
勸令在所內設簡易識字塾一所，允即辨」
。
（
14）
同
行
し
た
張
相
文
の『
灤
陽
紀
行
』（
注
6參
照
）
に
は「
由
承
德
府
而
南，
循
灤
河
之
谷，
亦
有
陸
路
可
通。
遇
狹
曲
處，
則
翻
山
徑
過，
引
弦
成弦。故陸路率較水路爲捷。然塞外荒落，行人稀少」とある。
（
15）「
二
十
九
日。
早
起
料
理
行
李，
即
赴
都
統
處
稟
辭。
九
點
半
啟
行，
各
官
送
於
縯
武
廳。
行
約
一
里，
見
河
流，
聞
夏
日
此
間
可
行
船。
十
里
過
河，
涉
流
而
渡，
途
中
見
營
房
兩
所，
新
造
尚
未
成，
以
駐
新
軍
者
也。
又
數
里
到
河
口，
上
船，
由
府
治
至
此
計
二
十
里。
船
式
兩
頭
尖
鋭
如
橄
欖，
支
數
木
搭
布
帆
其
上，
折
腰
而
入，
席
地
而
坐，
頗
饒
別
趣。
同
行
共
六
船，
行
百
二
十
里
至
烏
龍
鎮
宿。
舟
行
山
峽
中，
絶
類
瞿
塘
巫
山
間，峰奇嶺峻，氣象陰森，真關塞雄勝之地也」
。
（
16）「
初
三
日。
九
點
到
遷
安
縣。
入
城
視
高
等
小
學，
二
十
餘
人，
附
初
小
一
班。
高
小
有
八
人
方
試
畢
業。
在
三
講
堂
聽
講，
教
習
均
不
甚
佳。
觀
女
學
一
處，
學
生
十
餘，
問
之
尚
能
答
，
今
年
始
開
辦
也。
……
初
四
日。
早
三
點
開
行，
七
點
到
灤
州。
至
第
三
師
範
學
堂，
商
定
校
圖
及
工
價，
約
一
萬
八
千
餘
金
可
辦。
視
英
文
上
課，
周
視
全
堂，
布
置
整
肅，
視體操後，在堂留飯，飯後上車行 四點到津」
。
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（
17）「
二
十
八
日。
早
徐
拙
安
來，
以
昨
所
擬
整
頓
中
學
辨
法
三
摺
付
之。
訪
財
政
局
德
太
守
一
談，
全
境
進
款
約
四
十
餘
萬，
兩
酒
捐
爲
大
宗，
約
二
十餘萬，預算明約虧二十餘萬」
。
（
18）
こ
の
時
に
も、
「
詩
凡
そ
二
十
三
首
を
得
」（「
三
游
盤
山
記
」
辛
未
三
月、
一
九
三
一
年
）
た。
そ
の「
辛
亥
再
游
盤
山
記（
視
學
京
東
諸
縣
日
記
）」
は『
藏
園
游
記
』
巻
一
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
が（
原
載
は
未
詳
）、
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
二
十
三
首
の
詩
篇
は、
『
藝
術
旬
刊
』
の
特
別
号
で
あ
る『
游
山
専
号
』
の
第
二
卷（
一
九
三
一
年
十
二
月
）
の「
三
游
盤
山
記
」
の
附
錄
に「
辛
亥
盤
山
游
舊
稿
」
と
し
て
す
べ
て
が
採
錄
さ
れ
て
い
る。
同
行
者
は、
袁
希
濤、
趙
象
文、
厳
慈
約
の
四
人。
ま
た
商
務
印
書
館
の「
中
國
名
勝
」
の
シ
リ
ー
ズ（
注
37參
照
）
に
は
盤
山
も
含
ま
れ
て
い
る
が、
傅
増
湘
の
關
与
は
な
い
よ
う
で
あ
る。
な
お、
こ
の
時
の
伝
増
湘の詩については、注（
33）拙論参照。
（
19）「
二
十
三
日。
……
宿
三
道
梁。
前
半
日
行
山
谷
中，
迴
環
轉
折，
路
頗
平
衍
，
但
時
涉
溪
流
爲
苦。
自
三
間
房
以
北，
行
約
十
餘
里，
逾
青
石
梁，
山
逕
險
峻
難
行。
直
上
約
六
七
里，
至
山
頂
關
帝
廟
小
憩，
又
十
餘
里
至
長
山
峪
行
宮
一
遊。
宮
殿
樓
閣
皆
頽
倒，
惟
松
柏
青
葱
至
可
愛，
後
山
尤
繁
茂。
途
中
和
蔚
西
詩
四
首
」。「
二
十
九
日。
……
舟
中
成
七
律
三
章，
七
古
一
篇
」。「
九
月
初
一
日。
……
舟
中
作
避
暑
山
莊
歌
」。「
初
二
日。
……
晚
作
灤
河
舟
行
絕
句
十
一
首
」。「
初
三
日。
九
點
到
遷
安
縣。
……是日又作灤河雜詩數首」
。
（
20）
張
相
文
の
詩
集『
南
園
詩
存
』
は、
『
南
園
叢
稿
』
二
十
四
卷（
中
華
印
書
館、
一
九
三
五
年
）
の
卷
六
に
収
錄
さ
れ
て
い
る。
『
南
園
叢
稿
』
は、
沈
雲
龍
主
編『
近
代
中
国
史
料
叢
刊
』
第
三
十
集（
文
海
出
版
社、
一
九
六八年十二月）にも収められている。
（
21）「
歩
虛
」
は
虚
空
を
傳
わ
っ
て
く
る
讀
經
の
声。
こ
こ
で
は
空
に
響
く
「鈴鐸」をいう。
（
22）「
合
遝
」
は
數
の
多
い
こ
と。
「
堠
」
は
里
程
を
標
し
た
土
盛
り、
又
そ
の
距
離
を
い
う。
張
相
文
の『
灤
陽
紀
行
』（
注
6）
に
は、
ま
ず
あ
る
地
点
か
ら
他
の
地
点
ま
で
の
距
離
が
何
里
で
あ
っ
た
か
が
記
さ
れ、
そ
の
後
に
そ
の
間
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
見
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る。
た
と
え
ば、
こ
の
詩
に
關
わ
る
と
こ
ろ
で
は「
出
懷
柔
縣
東
門，
東
迤
北
行，
四
十
里
過
白
河
至
密
雲
」
と
あ
り、
そ
の
後
に
そ
の
間
の
風
景
や
出
来
事
を
記
す。
そ
の
文
中
に
も
里
程
の
こ
と
が
頻
出
し、
地
理
學
者
の
面
目
躍
如
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る。
そ
れ
は、
既
存
の
文
献
に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が、
村
人
に
聞
く
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で、
熱
河
か
ら
の
歸
路
に
は「
其
里
程
遠
近，
皆
聞
之
榜
人
村
豎，
往
往
言
人
人
殊，
互
相
矛
盾，初無足憑者」とも記している。
（
23）
顧
炎
武『
昌
平
山
水
記
』
卷
下（
北
京
古
籍
出
版
社、
一
九
八
〇
年
十
月
）
に「
自
新
城
東
北
六
十
里
爲
石
匣
城，
城
周
二
百
六
十
四
步
三
尺，
四
門。
城
西
平
地
有
石
如
匣，
深
不
可
劚，
故
以
名。
其
驛
自
會
同
館
東
北
六
十
里
爲
順
義
驛，
七
十
里
爲
密
雲
驛，
六
十
里
爲
石
匣
驛。
……
隆
慶
三
年，
設
協
守
西
路
副
總
兵
一
人，
駐
石
匣。
六
年，
設
統
領
西
路
南
兵游擊一人。萬曆四年 設石匣車營游擊一人」とあ
（
24）「
二
十
二
日。
……
石
匣
北
二
十
里
清
水
嶺，
下
輿
步
行
小
河
中，
村
落
錯
出，
房
舎
鱗
次，
松
槐
垂
蔭，
晚
炊
四
起，
風
景
絶
佳。
行
數
里
至
南
天
門，
登
娘
娘
廟
一
視，
暮
靄
蒼
然，
亂
山
圍
合。
下
嶺
數
里
至
河
邊，
涉
水
而
過，
冥
行
良
久
乃
得
達。
同
知、
巡
檢、
都
司
皆
來
見。
天
驟
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（
25）注（
19）參照。
（
26）「
出
關
口
占
和
韻
」
の
第
一
首
は「
昔
年
戰
伐
走
戎
軒，
今
日
承
平
牧
馬
蕃，
烽
燧
不
驚
刁
斗
靜，
秋
風
斜
照
出
關
門
」。
第
二
首
は「
邊
城
雄
據
萬山低，鳥道懸雲礙馬蹄，行過石梁三十里，數家茅屋忽橫溪」
。
（
27）自注に「池有雙紅螺，山以此得名」とある。
（
28）
自
注
に「
黍
谷
亦
在
縣
東
北
」、「
山
有
豫
王
府
租
地
」、「
寺
中
昨
歳
捐
學
費
八
百
金
」
と
あ
る。
「
黍
谷
」
は
密
雲
縣
の
東
北（
現
在
は
密
雲
区
の
西
南
に
當
た
る
）
に
あ
る
谷
の
名、
別
名
は
寒
谷、
燕
谷
山。
「
豫
王
府
」
は
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
第
十
五
子
ド
ド
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
た
爵
位
豫親王 王府。
（
29）「
二
十
一
日。
早
八
點
出
城，
九
點
一
刻
至
紅
螺
山
資
福
寺。
寺
距
城
十
五
里，
房
屋
甚
整
潔，
寺
門
綠
竹
一
叢
數
百
竿，
北
方
所
僅
見。
登
後
山
一望，又至寺西塔院一遊，袁、張攝影數張，寺僧留飯乃去」
。
（
30）
第
一
首「
車
聲
歷
碌
走
磐
陀，
穩
趁
籃
輿
頗
曉
過，
松
頂
翠
鋪
秋
色
老，
豆
畦
黃
綴
塞
雲
多，
徑
尋
樵
客
紛
瓜
蔓，
泉
出
琳
宮
漲
石
窩，
惆
悵
勞
生
殊
未
已，
暫
停
塵
鞅
禮
紅
螺
」。
第
二
首「
青
蔥
山
色
入
徐
無，
梵
唄
聲
中
味
道
腴，
清
逼
諸
天
三
翠
竹，
流
將
八
水
澗
寒
蔬，
妙
高
喜
證
坡
仙
果，
勝
業
曾
供
計
吏
租，
莫
倚
君
家
羚
角
健，
祇
園
還
望
布
金
輸
」。
第
二
首
の
末
尾
に「
寺
僧
曾
助
學
款
八
百
金。
沅
公
擬
令
續
捐，
因
爲
緩
頰」との注記がある。
（
31）『
南
園
叢
稿
』
卷
四
所
収（
注
20參
照
）。「
群
峰
環
抱
中，
資
福
禪
寺
在
焉。
寺
僧
五
六
十
人，
所
藏
經
卷
頗
富，
操
行
勤
苦，
規
制
秩
然。
環
寺
數
里，
果
樹
葱
蘢，
歳
收
其
實，
爲
入
款
之
大
宗。
寺
前
流
泉
交
注，
闢
爲
蔬
圃，
雜
以
翠
竹
數
百
竿，
臨
風
搖
曳，
蒼
翠
多
姿，
尤
北
地
所
僅
見
也」
。
（
32）「
張
千
總
言，
十
五
歲
時
即
守
此
園，
文
宗
出
狩
時，
醇
賢
親
王
扈
從，
常
在
此
間
習
馬，
時
王
年
亦
衹
十
餘
歳，
爲
之
執
鞭
調
馬，
今
忽
忽
五
十
年，
僅
得
補
八
品
千
總
一
官，
年
俸
只
四
十
餘
金，
言
次
不
勝
悲
歎
焉
」。
ま
た、
「
避
暑
山
莊
歌
」
に「
頽
垣
敗
礎
空
蕭
瑟，
列
校
分
屯
尚
千
百，
白
首
秋
風
淚
暗
彈，
夢
中
猶
望
鸞
旗
色
」
と
い
う
句
が
あ
り、
そ
の
自
注
に「
園
中
防
兵
數
百
人，
月
餉
得
九
錢
餘，
八
九
品
武
官，
月
俸
僅
三
兩」とある。
（
33）
拙
論「
傅
増
湘
の「
紀
游
詩
」
――『
藝
林
月
刊
』
の『
游
山
専
号
』
に
見
え
る
作
品
に
つ
い
て
」（『
中
國
文
學
硏
究
』
第
三
十
八
期、
二
〇
一
二年十二月、早稲田大學中國文學會）參照。
（
34）「
二
十
四
日。
……
行
三
十
里
過
廣
仁
嶺，
鑿
石
通
道，
嶺
上
俯
視
群
山，
松
柏
滿
山，
風
景
絶
佳，
屬
袁
張
二
君
留
影
而
去。
……
二
十
七
日。
……
轉
而
西
北，
循
石
路
上
山，
至
珠
源
寺。
中
有
銅
殿
一
所，
柱
壁
欞
瓦
皆
以
紫
銅
爲
之，
與
頤
和
園
中
大
光
明
藏
酷
似，
屬
觀
瀾
拍
照
以
誌
之。
歷
一
澗
下
山，
至
文
津
閣，
登
石
山
一
覽。
……
出
山
至
御
道，
仍
緣
澗
回，
約
兩
里
許，
由
曠
觀
閣
而
出，
回
望
山
色，
步步
留
人。
緣
途
攝
影
數
處，
至
芳
園
居
前
上
船，
至
文
園
一
視。
……
二
十
八
日。
……
園
内
照
片
印
成，
有
兩
張
未
佳，
屬
重
照
」。
な
お、
こ
う
し
た
記
述
と
は
別
に、
二
十
五
日
の
条
に
は「
買
風
景
片
数
張
」
と
あ
り、
当
地
においてすでに風景写真が販売されていたことがわか
（
35）「
即
事
贈
蔚
西
並
索
和
章
」
の
詩
は「
兀
坐
帷
車
意
灑
然，
濃
青
潑
眼
秀
便
娟，
自
攜
秦
代
宮
中
鏡，
偶
和
欒
城
塞
上
篇，
賴
有
雲
山
供
點
綴，
笑
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將
詩
酒
學
狂
顛，
年
來
泉
石
耽
成
癖，
與
子
相
期
俗
慮
捐
」。
そ
の
注
記
に「
蔚
西
携
快
鏡
遇，
山
水
佳
處，
輒
停
車
攝
影
」
と
あ
る。
當
時、
カ
メ
ラ
の
こ
と
を「
快
鏡
」
と
稱
し
た
の
は、
寫
眞
撮
影
が
そ
れ
ま
で
の
濕
板
か
ら
ガ
ラ
ス
乾
板
を
用
い
て
の
撮
影
に
變
わ
り、
そ
れ
に
よ
っ
て
素
早
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て、
カ
メ
ラ
の
持
ち
運
び
も
格
段
と
容
易
に
な
り、
機
動
性
が
增
し
て、
野
外
で
の
撮
影
も
可
能
と
な
っ
て
い
た。
一
行
は、
こ
の
旅
に
出
る
に
あ
た
っ
て、
こ
う
し
た
カ
メ
ラ
機
材
を
携
帶
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
（
36）「
粉
本
」
は、
一
般
に
は
元
に
な
っ
た
画、
あ
る
い
は
底
本
の
こ
と
を
い
う
が、
こ
こ
で
は
寫
眞
の
元
に
な
っ
た
現
實
の
風
景
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か、
そ
れ
と
も
写
し
取
ら
れ
た
寫
眞
の
乾
板
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か。
（
37）
商
務
印
書
館
の『
中
國
名
勝
』
二
十
二
種（
三
十
一
册
）
は、
黄
山、
廬
山、
普
陀
山、
西
湖（
一
～
三
）、
避
暑
山
莊、
泰
山、
衡
山、
孔
林、
虞
山、
雁
蕩
山（
一
～
四
）、
天
台
山（
一
～
二
）、
恒
山、
五
臺
山、
西
山（
一
～
二
）、
盤
山（
一
～
二
）、
大
房
山（
一
～
二
）、
華
山、
武
夷
山、
天
目
山、
雲
臺
山、
莫
干
山、
嶗
山
で
あ
る。
商
務
印
書
館
か
ら
は
宣
統
二
年（
一
九
一
〇
年
八
月
初
版
）
出
版
の『
中
國
名
勝
』
と
い
う
一
册
本
の
同
名
の
寫
眞
集
が
あ
る
が、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
も
の
と
は
ま
た
別
の
本
で
あ
る。
拙
論「
百
年
前
の
中
国
の
景
観
―
商
務
印
書
館
刊
行
の
『
中
国
名
勝
』
二
種
か
ら
見
え
る
こ
と（
『
多
元
文
化
』
第
三
号、
二
〇
一
四年三月、早稲田大学多元文化学会）参照。
（
38）「
小
金
山（
鏡
水
雲
岑
）。
在
湖
之
東
岸，
高
閣
三
重。
其
下
有
殿
五
楹。
圍
以
曲
廊，
湖
水
澄
清，
倒
映
如
畫
」。「
布
達
拉
廟。
在
山
莊
外
東
北
十
八
里。
本
名
普
寧
寺。
清
乾
隆
時
建，
以
仿
西
藏
布
達
拉
廟
之
制，
故
沿
用
今
名
」。
こ
の
他
の
写
真
は
次
の
通
り。
「（
一
）
高
壑
松
風、
（
二
）
雲
山
勝
地
之
後
面、
（
三
）
芳
渚
臨
流、
（
四
）
無
暑
清
涼、
（
五
）
如
意
洲、
（
六
）
煙
雨
楼
之
前
面、
（
七
）
煙
雨
楼
之
後
面、
（
九
）
小
金
山
之
後
面、
（
十
）
文
園、
（
十
一
）
水
心
榭、
（
十
二
）
瀑
源
之
前
面、
（
十
三
）
元
君
廟、
（
十
四
）
隔
山
望
元
君
廟、
（
十
五
）
文
津
閣、
（
十
六
）
万
樹
園
之
南
隅、
（
十
七
）
万
樹
園（
平
規
）、（
十
八
）
万
樹
園（
俯
視
）、（
十
九
）
宿
雲
檐、
（
二
十
）
六
合
塔、
（
二
十
一
）
磐
錘
峯、
（
二
十
二
）
大
仏
寺、
（二十四）釣魚台行宮」
。
（
39）「
二
十
六
日。
八
點
同
袁、
張
三
人
至
行
宮，
都
統
派
差
官
三
人
前
導，
苑
丞
王
君、
苑
副
楊
君
皆
到。
先
至
宮
門
内
小
憩，
再
入
東
小
門，
行
至
萬
壑
松
風
旁
小
坐。
乘
船
至
無
暑
清
涼，
後
即
延
薰
山
館，
最
後
爲
樂
壽
堂，
乃
文
宗
駐
蹕
之
所。
東
爲
一
片
雲，
有
小
戲
臺，
樓
兩
面
環
之，
西
角
有
水
榭，
極
幽
靜。
至
後
門，
步
行
至
煙
雨
樓，
前
山
後
湖，
樓
尚
完
好。
由
船
渡
對
岸，
萬
樹
園
細
草
如
茵。
逾
一
阜
至
文
津
閣。
閣
式
與
文
瀾
閣
同，
分
三
層，
貯
四
庫
全
書
於
此，
縹
緗
完
整，
裝
潢
精
致，
文
瀾
不
及
也。
樓
前
有
石
山，
極
曲
折，
亦
類
西
湖，
而
洞
逕
略
寬。
東
北
行
至
永
祐
寺。
有
聖
祖
獵
圖
一
幅，
高
宗
獵
圖
兩
幅，
宛
然
如
生，
妙
筆
也。
寺
内
有
六
合
塔，
九
層，
登
第
二
級，
已
見
宮
内
外
山
寺
各
處。
循
逕
南
行，
至
熱
河
發
源
處
一
視，
泉
并
不
溫，
但
冬
不
凍
耳。
再
南
乘
舟
至
金
山，
即
鏡
水
雲
岑
也。
小
山
臨
湖，
殿
閣
數
處，
閣
前
有
僵
石
兩
片，
所
謂
木
變
石
也。
再
舟
行
而
南，
有
正
殿
兩
重，
名
月
色
江
聲，
門
外
荷
花
滿
湖，
垂
柳
四
蔭，
宛
然
西
湖
景
色。
小
坐。
過
水
心
榭，
乃
水
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閘
也，
構
亭
三
座
於
其
上，
若
橋
然。
過
橋
至
勤
政
殿，
旁
有
福
壽
園，
亦
演
劇
地，
規
制
如
德
和
園
而
差
大，
樓
亦
漸
圯
矣。
循
山
徑
至
萬
壑
松
風
處
出
宮，
抵
店
已
一
點
半
矣。
……
游
普
陀
宗
乘
廟，
廟
距
府
治
約
十
里，
循
山
莊
宮
牆
外
北
行，
至
德
匯
門
迤
北，
靠
山
樓
一
帶
林
木
森
蔚，
巖
壁
蒼
翠，
細
草
如
茵，
至
爲
幽
勝。
循
牆
再
折
而
西，
至
行
官，
又
里
許
至
廟
門，
覓
管
事
人
不
得，
登
廟
後
山
頂
四
望，
夕
陽
銜
山，
炊
煙
起
村
落
間，
山
莊
後
山
峻
壁
懸
蘿
如
綠
幛。
下
山
乃
逢
看
守
官，
導
入
正
殿
下一視，急下山 回寓已暮矣」
。また注（
38）参照。
（
40）「
待
月
亭
之
南
原
有
芳
蘭
砌、
樂
山
書
院、
水
情
月
意
各
殿，
皆
不
可
見，
惟
環
翠
亭
巍
然
尚
存。
據
看
守
官
張
千
總
言，
自
光
緒
九
年、
十
二
年
兩
次
大
水
後，
將
山
下
各
殿
座
沖
刷。
水
自
牆
内
流
行，
近
乃
於
臨
河
築
泊
岸
以
防
護
之，
然
形
勢
已
大
變，
不
特
亭
館
基
阯
無
存，
即
臨
河
小
土山亦爲水蝕盡矣」
。
［
附
記
］
本
稿
は、
早
稲
田
大
學
二
〇
一
三
年
度
特
定
課
題
硏
究
助
成（
二
〇
一三
A―六〇七〇）
の成果報告の一部である。
＊
　　
＊
作
　
者
‥稻
畑
 耕
一
郎
A
u
th
o
r: IN
A
H
A
T
A
 K
oichiro
標
 　
題
‥《
傅
增
湘
與
避
暑
山
莊
――
從
日
記、
詩
集、
照
片
進
行
考察》
—
T
it le: Fu Zengxiang 傅
增
湘
and B
ishushanzhuang 避
暑
山
莊
, 
T
he Im
perial Sum
m
er V
illa of  R
ehe 熱
河
: C
onsidered from
 
his journal, poem
s and photographs.
摘
 　
要
‥傅
增
湘
在
清
宣
統
二
年
（
庚
戌
、
一
九
一
〇
年
）
八
月
到
九
月
（
陰
曆
）
間
，
以
直
隸
提
學
使
的
身
份
自
京
師
（
北
京
）
出
發
前
往
承
德
府
熱
河
，
幷
將
沿
途
進
行
的
學
堂
視
察
以
及
滯
留
熱
河
期
間
的
所
見
所
聞
記
錄
下
來
，
結
集
為
《
宣
統
二
年
八
月
視
學
熱
河
日
記
》
（
一
名
《
游
避
暑
山
莊
日
記
》）。
時
値
傅
增
湘
三
十
九
歲
的
秋
季
。
傅
增
湘
這
部
日
記
中
，
描
述
了
其
途
上
的
見
聞
以
及
遊
覽
熱
河
各
地
的
心
得
，
作
為
一
部
中
國
傳
統
的
″
游
記
〟
作
品
而
言
，
本
書
具
有
値
得
讀
者
去
細
心
品
味
的
文
學
價
値
。
不
僅
如
此
，
書
中
具
體
地
描
述
了
當
時
纔
開
始
沒
有
多
久
的
提
學
使
學
堂
視
察
製
度
，
從
史
料
的
角
度
來
看
，
本
書
亦
十
分
引
人
入
勝
。
　　
由
於
這
部
日
記
本
身
收
錄
在
傅
熹
年
所
整
理
的《
藏
園
游
記
》
中，
相
對
來
說
比
較
容
易
見
到。
然
而
除
了
這
部
日
記
外，
這
次
我
又
挖
掘
並
發
現
了
收
集
當
時
傅
增
湘
所
作
詩
篇
的
詩
集
和
照
片，
以
及
同
行
人
張
相
文
的
詩
文
集
等
以
往
未
被
人
關
注
的
新
材
料。
本
文
通
過
對
這
些
新
材
料
的
介
紹，
將
日
記
 、
詩
集
和
照
片
詳
細
分
析
和
考
察，
闡
明
了
一
百
年
前
提
學
使
視
察
地
方
的
狀
況，
梳
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理了傅增湘路途中的見聞、以及熱河遊覽的實際情形。　　
同
時
本
文
還
指
出，
經
過
了
一
百
年
的
歲
月
變
遷，
不
光
是
旅
途
本
身，
眼
前
景
物
亦
早
已
發
生
了
巨
大
的
變
化
；
這
三
種
資
料由于具體地記錄並展示當時情形，可謂彌足珍貴。
関
 鍵詞
‥傅
增
湘
 提
學
使
 《
游
避
暑
山
莊
日
記
》《
灤
陽
小
草
》《
南
園
詩
存
》 《
灤
陽
紀
行
》《
避
暑
山
莊
》
